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お
墓
に
、お
参
り
を
す
る
こ
と
で

装
置
が
稼
働
し
ま
す
。

装
置
を
動
か
す
動
力
は
、

ご
先
祖
様
で
す
。

お
墓
参
り
に
は
、

三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
布
施
　
お
金
を
か
け
る
事
。

②
法
施
　
お
経
を
あ
げ
る
事
。

③
力
施
　
お
掃
除
す
る
事
。

こ
の
中
で
、ご
先
祖
が
一
番
喜
ば
れ
る
事
は

「
力
施
」だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
力
で
一
生
懸
命
お
墓
を
拭
い
て
、

ほ
う
き
で
墓
地
を
き
れ
い
に
し
て
、

お
花
を
添
え
て
、線
香
、ろ
う
そ
く
に
火
を
点
け
る
。

お
盆
と
お
正
月
だ
け
の
お
墓
参
り
で
は
、

「
幸
せ
を
生
む
装
置
」の
動
き
が

ベ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

せ
め
て
、月
に
一
度
は
足
を
運
び
ま
し
ょ
う
。

　
合
掌

お
墓
は「
幸
せ
を
生
む
装
置
」で
す
。

中山道高宮宿 www.tanakaya-sekizai.com
0120-68-1082

彦根市高宮町108-1  TEL.0749-22-5888
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1 彦根商工会議所通信

中小企業等が抱える知的財産に関する悩みや課題を知財専門家、中小企
業支援機関等と連携して一元的に解決を図るワンストップサービスを提供

平成26年度特許等取得活用支援事業（滋賀県）は、近畿経済産業局からの受託事業として滋賀県発明協会が実施しています。

お問い合せ先 「知財総合支援窓口」　一般社団法人 滋賀県発明協会
滋賀県栗東市上砥山232　滋賀県工業技術総合センター別館1階
TEL：077-558-4040  FAX：077-558-3887
http://www.chizai-shiga.jp/

こんなときにご活用を !!　

無料で相談・支援に応じます。
「知財総合支援窓口」にご連絡ください。お気軽にご相談を ！！

5月15日（木）　6月12日（木）　7月10日（木）　8月6日（水）　9月11日（木）　10月9日（木）

彦根商工会議所では、平成26年度「知財ナビゲーターによる出張相談会」を下記の日程で開催します。
お申込み先は、TEL：0749-22-4551（彦根商工会議所）です。

・ 窓口支援担当者が相談を受け付けて支援します。必要に応じて訪問支援も可能です。
・ 窓口支援担当者による出張相談会を県内各地で開催しています。
・ サテライト窓口からテレビ電話で相談できます。
・ 県内支援機関と連携して支援します。
・ 必要に応じて適切な専門家を選定して支援します。
・ 毎週金曜日に弁理士、月に一度月曜日に弁護士と窓口で相談できます。
・ 業務時間外および休日でも専門家の訪問指導が可能です。

知財総合支援窓口
＜ 秘密は守ります＞

■ 特許・意匠・商標を取得したい
■ 先行技術類似調査をしたい
■ 他社と権利侵害等でもめている
■ ブランド化して、価値を高めたい
■ 海外へ進出し、事業展開したい
■ 電子出願のやり方がわからない
■ 減免制度が利用したい　　　など

＜ 秘密は守ります＞

  

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
に
つ
い
て

　　
少
し
硬
い
話
か
ら
始
め
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
は
、ア
メ
リ
カ
の
政

治
学
者
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
教
授
が
唱
え
た

概
念
で
す
。１
９
８
０
年
代
ア
メ
リ
カ
経

済
は
日
本
を
始
め
と
す
る
ア
ジ
ア
の

国
々
の
成
長
で
、低
迷
に
喘
ぎ
国
民
の
あ

い
だ
で
自
国
の
衰
退
へ
の
不
安
感
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
ナ
イ
教
授

は
、ア
メ
リ
カ
は
依
然
と
し
て
世
界
最
強

の
軍
事
力
や
経
済
力（
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
）

を
保
有
し
て
い
る
と
と
も
に
、ア
メ
リ
カ

文
化（
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
）を
世
界
に
発
信

し
て
お
り
、世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成

長
で
き
る
と
説
き
ま
し
た
。

　
強
制
や
圧
力
な
ど
で
自
分
に
と
っ
て

望
ま
し
い
行
動
を
と
ら
せ
る
力
を
ハ
ー

ド
パ
ワ
ー
、自
分
が
望
む
こ
と
を
他
者
が

す
す
ん
で
行
動
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る

力
を
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
定
義
し
て
い
ま

す
。経
済
、特
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
世

界
で
重
要
な
の
は
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
で
あ

り
、言
い
換
え
れ
ば「
相
手
を
魅
了
す
る

力
」を
持
つ
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　
そ
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
源
泉
は
、文

化
・
伝
統
・
歴
史
・
学
術
・
価
値
・
理
念
な

ど
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
彦

根
を
始
め
と
す
る
地
方
都
市
は
、経
済
力

と
い
う
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
の
強
化
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、地
域
の

持
つ
本
来
の
魅
力（
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
）を

向
上
さ
せ
る
努
力
が
充
分
で
無
か
っ
た

と
い
え
ま
す
。少
子
高
齢
化
時
代
に
対
応

し
た
集
客
戦
略
を
進
め
る
た
め
に
は
、ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
の
重
要
性
を
認
識
し
、育
成

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

  「
ク
ー
ル
・
ひ
こ
ね
」戦
略

　
日
本
の
持
つ
文
化
面
で
の
ソ
フ
ト
を

世
界
に
売
り
出
し
て
い
く
戦
略
を
、ク
ー

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
名
で
経
済
産
業
省

が
推
進
し
て
い
ま
す
。ゲ
ー
ム
・
ア
ニ
メ

な
ど
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
、食
文

化
・
茶
道
・
華
道
な
ど
の
日
本
の
伝
統
文

化
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。昨
年
、和
食

が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
日
本
の
伝
統
的
な

食
文
化
が
世
界
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

　
同
じ
発
想
で
彦
根
を
考
え
て
み
る
と
、

彦
根
城
博
物
館
、俳
遊
館
、辻
番
所
、ス
ミ

ス
記
念
堂
な
ど
の
歴
史
伝
統
を
顕
彰
す

る
施
設
や
、数
多
く
残
る
寺
社
が
点
在
し

て
い
ま
す
。只
、ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
し
て

磨
き
上
げ
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
、さ
ら
な

る
工
夫
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
足
軽
組
屋
敷
一
帯
は
、日
本
で
も

有
数
の
規
模
の
江
戸
時
代
の
街
並
み
を

残
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
周

辺
の
道
路
を
石
畳
に
変
え
る
と
、光
り
輝

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。道
路
整
備
と
い

う
ハ
ー
ド
事
業
を
、歴
史
を
活
か
し
た
ソ

フ
ト
事
業
と
捉
え
る
発
想
を
す
る
と
、彦

根
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
見
え
て

き
ま
す
。（
高
山
、金
沢
、鎌
倉
な
ど
が
先

進
地
事
例
）

　
さ
ら
に「
明
治
の
三
筆
」日
下
部
鳴
鶴

の
書
な
ど
や
、江
戸
文
化
を
感
じ
さ
せ
る

茶
道
・
華
道
も「
ク
ー
ル
・
ひ
こ
ね
」の
素

材
と
し
て
魅
力
的
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
情
緒
・
風
情
」が

彦
根
を
他
都
市
と
差
別
化
す
る
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
と
と
も
に
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
の
切
り
札
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
ク
ー
ル
・
ひ
こ
ね
」戦
略
と
は
、「
か
っ
こ

い
い
彦
根
」イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
す
こ
と

で
す
。

  

さ
て
彦
根
の
観
光
振
興
は…

　　
現
状
の
問
題
点
を
整
理
す
る
と
、観
光

入
込
み
客
数
の
伸
び
悩
み
、宿
泊
者
数
の

低
迷
、魅
力
的
特
産
品
の
開
発
不
足
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
は
地
域
の
経

済
活
性
化
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
な

の
で
、商
工
会
議
所
と
し
て「
集
客
戦
略

推
進
委
員
会
」と「
ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開

発
員
会
」で
取
り
組
み
、多
く
の
会
員
・
市

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
、選
ば
れ
る

地
域
と
し
て
全
国
発
信
し
て
い
く
計
画

で
す
。こ
れ
ら
の
作
業
は
、彦
根
市
や
観

光
協
会
、さ
ら
に
他
団
体
と
の
連
携
を
深

め
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
客
を
顧
客
と
考
え
る
と
、地
域
発

サ
ー
ビ
ス
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極

的
に
判
り
や
す
く
打
ち
出
し
て
い
く
こ

と
と
、訪
れ
て「
ひ
こ
ね
フ
ァ
ン
」に
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　  

観
光
に
対
す
る
開
発
投
資

　　
最
後
に
、彦
根
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
投
資
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

　
彦
根
の
み
が
持
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
歴

史
遺
産
を
光
り
輝
か
せ
る
た
め
の
投
資
、

伝
統
文
化
を
ベ
ー
ス
に
し
た
集
客
装
置

へ
の
投
資
、情
緒
・
風
情
を
創
り
出
す
た

め
の
投
資
、こ
の
３
つ
が
浮
か
ん
で
き
ま

す
。こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、市
・

県
・
国
か
ら
の
協
力
と
市
民
・
事
業
所
の

協
働
体
制
が
必
須
事
項
で
す
。

　
長
浜
・
大
津
・
守
山
・
草
津
・
近
江
八

幡
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」が
発
足
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
、市
民
・
地
域
企

業
・
行
政
で
会
社
を
創
り
、観
光
も
含
め

地
域
活
性
化
の
た
め
に
協
働
作
業
で
進

め
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。彦
根
商
工
会

議
所
に
お
い
て
も
研
究
課
題
と
し
て
捉

え
て
お
り
、自
ら
の
地
域
に
対
す
る
投
資

と
し
て
考
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、彦
根
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
グ
ル
メ
開

発
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
映
画
・Ｔ
Ｖ

の
ロ
ケ
誘
致
、継
続
的
集
客
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
を
構
築
し
、効

率
的
で
無
理
の
な
い
投
資
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
地
域
の
観
光
振
興
の
柱
と
な

る
で
し
ょ
う
。

※専門家（弁理士等）の活用と訪問相談における支援の対象は、原則中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方となります。

時間はいずれも13：30～16：30

写真 : スミス記念堂
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少
子
高
齢
化
時
代
の
中
で
、観
光
客
の
誘

致
は
地
域
振
興
策
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

何
故
、観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
？ 

　
全
国
の
市
町
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
と
ア

イ
デ
ア
を
活
か
し
た
観
光
客
誘
致
策
立
案

に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
れ
は
今
後
、大
交

流
時
代
に
入
り
、地
球
規
模
で
人
の
交
流
が

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

人
が
移
動
、交
流
す
る
こ
と
で
新
し
い
コ
ト

や
モ
ノ
が
生
ま
れ
る
。さ
ら
に
、政
府
の
財

政
難
か
ら
く
る
公
共
事
業
の
縮
小
を
カ

バ
ー
し
、定
住
人
口
の
維
持
を
目
指
し
な
が

ら
、交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
経
済

の
再
生
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、観
光
産
業
の
持
つ
経
済
波
及
効
果

の
大
き
さ
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、

観
光
は
地
域
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
の

効
果
と
、極
め
て
裾
野
の
広
い
魅
力
的
な
産

業
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
今
ま
で
工
業
立
県
と
し
て
発
展
し
て
き

た
滋
賀
県
も
、従
来
の
観
光
政
策
を
発
展
さ

せ
、成
長
戦
略
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
決
定
し
、２
０
１
４
年『
滋
賀
県

「
観
光
交
流
」振
興
指
針
』が
策
定
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、国
、県
を
挙
げ
て「
観

光
及
び
集
客
」に
注
目
し
て
お
り
、彦
根
と

■（表1）将来推計人口（H25.3推計）　　 データ：国立社会保障・人口問題研究所

市・県 区分 ２０１０年 ２０１５年 ２０２０年 ２０２５年 ２０３０年 ２０３５年 ２０４０年
（H２２） （H２７） （H３２） （H３７） （H４２） （H４７） （H５２）

彦根市 112,156 112,605 111,914 110,477 108,495 105,989 102,940

（再掲） ０～１４歳 16,553 16,022 15,068 13,946 12,919 12,341 11,891

（再掲）１５歳～６４歳 72,497 69,982 68,194 66,797 64,885 61,995 57,451

（再掲） ６５歳以上 23,106 26,601 28,652 29,734 30,691 31,653 33,598

長浜市 総数

総数

124,131 122,313 119,755 116,568 112,922 108,900 104,646

（再掲） ０～１４歳 18,247 16,965 15,460 14,176 12,978 12,199 11,634

（再掲）１５歳～６４歳 76,320 72,802 70,346 68,178 65,702 62,286 57,375

（再掲） ６５歳以上 29,564 32,546 33,949 34,214 34,242 34,415 35,637

滋賀県 総数 1,411,000 1,420,000 1,414,000 1,398,000 1,375,000 1,345,000 1,309,000

■県内総生産【彦根市・長浜市・滋賀県】（実数）

滋賀県

データ：滋賀県市町民経済計算（H24.3公表）

（単位：百万円）
（単位：百万円）
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526,092

し
て
も
、か
つ
て
の
観
光
都
市
の
復
権
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
切
迫
す
る
人
口
減
少
の
危
機

　
現
在
の
日
本
の
人
口
は
、過
去
１
５
０
年

で
３
倍
に
な
っ
た
。今
後
50
年
間
で
４
０

０
０
万
人
減
少
し
、８
０
０
０
万
人
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　
滋
賀
県
の
人
口
は
、１
９
６
０
年
以
降
増

え
続
け
、２
０
０
８
年
に
は
１
４
０
万
人
に

達
し
、全
国
で
も
稀
な
人
口
増
加
県
で
あ

る
。し
か
し
、２
０
１
５
年
を
ピ
ー
ク
に
滋

賀
県
も
人
口
減
少
過
程
に
入
る
。彦
根
市

も
同
様
で
、２
０
４
０
年
に
は
１
０
２
９
４

０
人
に
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

（
表
１
）

　

彦
根
は
観
光
都
市
か
？

　
県
内
の
商
工
会
議
所
所
在
地
７
市
の

デ
ー
タ（
表
２
）を
見
て
み
る
と
、彦
根
の

現
状
は
、入
込
客
数
３
位
、・
宿
泊
客
数
３

位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。１
位
大
津
市
と

の
差
は
、入
込
客
数
約
７
１
７
万
人
・
宿

泊
客
数
約
89
万
人
。２
位
長
浜
市
と
の
差

は
、入
込
客
数
約
３
７
８
万
人
・
宿
泊
客

数
約
11
万
人
。彦
根
城
を
中
心
と
し
た
観

光
都
市
と
し
て
再
生
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
県
内
で
入
込
客
数
が
多
い
施
設
を
み
て

み
る
と（
表
３
）、神
社
仏
閣
、歴
史
遺
産
、

自
然
資
産
の
他
、再
開
発
を
実
施
し
た
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
商
業
施
設
が
名
を
連
ね

て
い
る
。公
表
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、継
続

的
投
資
を
行
っ
て
い
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
竜
王
に
は
最
多
の
来
訪
者
が
訪
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。い
ず
れ
に
し
て

も
、中
長
期
計
画
を
策
定
し
官
民
一
体
に

な
っ
て
集
客
開
発
し
て
い
る
地
域
が
、入
込

客
数
の
上
位
に
来
る
傾
向
に
あ
る
。た
だ
、

他
県
と
比
較
す
る
と
滋
賀
県
全
体
は
、ま
だ

観
光
資
源
と
し
て
未
開
拓
な
部
分
が
多
く
、

今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

　
彦
根
を
み
て
み
る
と
、新
幹
線
や
高
速

道
路
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
に
は
恵
ま
れ
た
位

置
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、伸
び
悩
み

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。周
知
の
よ
う
に
、

彦
根
城
を
始
め
と
す
る
歴
史
遺
産
な
ど
他

都
市
と
差
別
化
で
き
る
素
材
は
豊
富
に
あ

り
、戦
略
的
に
磨
き
上
げ
発
信
し
て
い
く

こ
と
で
、魅
力
的
な
観
光
地
と
し
て
発
展

で
き
る
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

何
故
、観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
？

（表２）市町別・月別入込客数
（単位：人）

日帰り 月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数
市町別 ・宿泊別 延観光客数

延観光客数

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
日帰り 10,500,500 1,077,300 530,300 630,600 932,800 829,500 669,800 766,000 1,675,800 751,500 1,020,200 1,089,800 526,900

大津市 宿泊 1,184,500 78,500 74,000 101,100 113,000 104,400 82,200 97,100 140,400 85,600 95,800 117,100 95,300
計
日帰り
宿泊
計
日帰り
宿泊
計
日帰り
宿泊
計
日帰り
宿泊
計
日帰り
宿泊
計

11,685,000 1,155,800 604,300 731,700 1,045,800 933,900 752,000 863,100 1,816,200 837,100 1,116,000 1,206,900 622,200
1,654,800 65,600 63,400 103,000 189,600 161,000 117,900 176,000 247,500 151,900 154,100 146,600 78,200

草津市 112,800 7,600 7,700 10,100 9,700 9,600 7,600 8,500 12,200 8,200 9,500 12,800 9,300
1,767,600 73,200 71,100 113,100 199,300 170,600 125,500 184,500 259,700 160,100 163,600 159,400 87,500
1,011,200 58,100 53,300 68,800 61,300 81,000 156,600 136,500 116,000 76,200 67,600 64,100 71,700

守山市 99,700 5,700 3,200 9,000 10,800 10,100 5,500 8,700 17,000 7,200 6,100 10,700 5,700
1,110,900 63,800 56,500 77,800 72,100 91,100 162,100 145,200 133,000 83,400 73,700 74,800 77,400
1,663,500 194,700 67,500 84,400 92,100 163,000 98,700 98,100 223,600 131,500 120,600 315,400 73,900

東近江市 8,900 500 300 1,200 700 900 400 600 1,600 400 800 1,100 400
1,672,400 195,200 67,800 85,600 92,800 163,900 99,100 98,700 225,200 131,900 121,400 316,500 74,300
2,988,700 320,600 130,400 269,400 281,900 292,000 244,600 200,200 284,000 269,300 281,200 266,200 148,900

近江八幡市 117,300 7,100 6,100 9,300 10,800 13,400 10,900 9,700 13,200 8,700 9,900 10,100 8,100
3,106,000 327,700 136,500 278,700 292,700 305,400 255,500 209,900 297,200 278,000 291,100 276,300 157,000
6,698,500 537,300 371,400 509,600 716,800 725,400 440,100 484,800 811,400 562,900 646,400 568,500 323,900

長浜市 410,000 23,100 23,900 33,100 36,600 36,600 28,900 35,900 55,100 32,900 37,400 38,300 28,200
7,108,500 560,400 395,300 542,700 753,400 762,000 469,000 520,700 866,500 595,800 683,800 606,800 352,100

【合計】

１月

２月 ３月 ４月 ５月

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

１月

日帰り 月　　　　　別　　　　　入　　　　　込　　　　　客　　　　　数
市町別 ・宿泊別 延観光客数 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

日帰り 41,229,000 3,889,800 2,034,200 2,710,400 3,916,300 3,936,500 2,849,700 3,384,700 5,283,900 3,255,500 3,870,200 4,062,500 2,035,300
合計 宿泊 2,962,300 164,500 156,700 232,200 265,300 282,600 219,500 272,900 435,800 225,600 235,200 266,400 205,600

計 44,191,300 4,054,300 2,190,900 2,942,600 4,181,600 4,219,100 3,069,200 3,657,600 5,719,700 3,481,100 4,105,400 4,328,900 2,240,900

日帰り 3,033,900 125,000 88,900 171,800 407,100 282,200

177,000 293,600 534,000 214,000 291,200 343,500 105,600

彦根市 宿泊 293,300 16,500 16,300 24,700 26,200 24,500

19,600 28,400 34,800 23,500 27,300 31,200 20,300

計 3,327,200 141,500 105,200 196,500 433,300 306,700

196,600 322,000 568,800 237,500 318,500 374,700 125,900

282,200
24,500

407,100
26,200

171,800
24,700

88,900
16,300

125,000
16,500

3,033,900
293,300

日帰り
宿泊

105,600
20,300

343,500
31,200

291,200
27,300

214,000
23,500

534,000
34,800

293,600
28,400

177,000
19,600

計 44,191,300 4,054,300 2,190,900 2,942,600 4,181,600 4,219,100 3,069,200 3,657,600 5,719,700 3,481,100 4,105,400 4,328,900 2,240,900

（表３）観光入込客数ベスト３０
順位 観  光  地  名 市町名 入込客数（人）
1 黒壁ガラス館 長浜市 1,730,800
2 多賀大社 多賀町 1,602,400
3 道の駅 藤樹の里あどがわ 高島市 833,400
4 彦根城 彦根市 719,500
5 日牟禮八幡宮 近江八幡市 659,700
6 比叡山ドライブウェイ 大津市 648,300
7 滋賀県希望が丘文化公園 野洲市、湖南市

、竜王町 607,100
8 八幡堀 近江八幡市 601,000
9 道の駅 あいとうマーガレットステーション東近江市 548,800
10 比叡山延暦寺 大津市 544,000
11 豊公園 長浜市 527,600
12 矢橋帰帆島公園 草津市 514,900
13 道の駅 みずどりステーション 長浜市 502,500
14 道の駅 びわ湖大橋米プラザ 大津市 475,200
15 長濱オルゴール堂 長浜市 444,900
16 ファーマーズマーケットおうみんち 守山市 422,500
17 マキノ高原・さらさ 高島市 418,100
18 道の駅 伊吹の里 米原市 394,900
19 奥比叡ドライブウェイ 大津市 381,800
20 滋賀県立琵琶湖博物館 草津市 363,900
21 道の駅 くつき新本陣・日曜朝市 高島市 351,000
22 びわ湖大花火大会 大津市 350,000
23 道の駅 塩津海道あぢかまの里 長浜市 331,700
24 琵琶湖ホテル 大津市 323,100
25 滋賀県立陶芸の森 甲賀市 303,400
26 あがりゃんせ 大津市 302,000
27 近江母の郷文化センター 米原市 284,500
28 道の駅 竜王かがみの里 竜王町 277,100
29 びわ湖鮎家の郷 野洲市 274,200
30 グリーンパーク想い出の森 高島市 268,700
（公開了承施設についてのみ掲載しています。）（公開了承施設についてのみ掲載しています。）

データ : 平成24年滋賀県観光入込客統計調査書

データ : 平成24年滋賀県観光入込客統計調査書
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S t r a t e g y
彦根の観光戦略

歴史遺産による集客
　日本社会の成熟化が進んだこともあり、歴史
遺産や伝統文化に対する関心が高まってきて
いる。城下町彦根には、国宝の天守・櫓・石垣・
堀・大名庭園など、近世の歴史遺産が過去の姿
を保ち、さらに、城下町としての町並みや博物
館・近代化遺産・街道など付加価値の高い場所
も多い。今後の課題としては、来訪者に判りや
すい発信と演出が必要である。
　例えば、彦根城内堀のライトアップを、「和の
情緒」を基調とした光アートにより新しい価値
を創造し、イベントとして強力なインパクトを
持たせ展開することで、集客を増すことができ
るのではないだろうか。このことは、夜間観光
として宿泊客増にも結びつけることができる
可能性を持っている。歴史遺産に新しい付加価
値の創造をできるかどうかが鍵なのである。

1

2 3

モノづくりに触れる産業観光

ロケ誘致による集客

3

　かつて団体旅行が中心であった旅行形態が多様化し、学習や体験などの
目的型観光のニーズが高まっている。彦根においても、彦根仏壇の職人が集
住する町「七曲り」で仏壇七職の体験などが行われている。また、彦根近郊
の大手工場でも、社会貢献と企業のイメージアップの一環として、工場の製
造ライン見学ツアーが始まっている。伝統技術と最先端技術との組み合わ
せたストーリー性のある魅力あるコースを設定し、一般の観光客にもア
ピールができる情報発信していくことで可能性は広がってくる。

観光振興のための人材
　観光振興によって地域を活性化することとは、「選ばれる地域」

になるかどうかで決まってくる。それは、その地域が持つ資産の

魅力的な価値を創造し、磨き上げて輝かせることとイコールであ

る。では、どうすれば魅力的な価値が創造できるかを考えると、そ

れは「人」によってアイデアが生まれ、創り出され、発信され、はじ

めて成果となる。

　その「人」とは、地域資源を活用した観光振興策を継続的に企画

し、実行するとともに、魅力的な地域づくりにつなげることができ

るプロデューサー型の人財である。さらに関係者間の調整を図り、

集客促進事業を牽引していける「熱い思い」を持った人財である。

今までの企画会社や旅行会社頼りの受身の姿勢から、彦根の持ち味

を知る人財が創造する自発的な企画が求められている。

　また一方、公募などで外部からの招聘を検討する必要もある。地

域の魅力を稀人の視点で再評価し、ダイナミックな発想で企画し、

思い切って腕をふるうことができる。

　このような観点から考えると、地元を知る熱いプロデューサー型

人財と、外部から招聘した人財の組み合わせがベストだといえる。

そして最も大切なのは、観光振興のための人財育成に、行政や各団

体が、同じ方向性を持ち、バックアップできる体制づくりが必須と

なる。

　「観光立国推進基本法」によると、観光まちづくりとは、「地域が主体となって、自然、文化、歴史、産業、人
材など、地域のあらゆる資源を活かすことによって、交流を振興し、活力あるまちを実現するための
活動」と定義されている。彦根を考えてみると、上記の条件の多くが満たされており、魅力的な地域であることに疑いは
ない。今、必要なのは、彦根市、観光協会や他団体と一緒に「彦根観光推進基本計画（ビジョン）」を策定し、
オール彦根として同じ方向を目指して、地域資源を磨き、光らせていくことである。

　毎年彦根城では、映画・テレビなどの撮影が数多く行われてい

る。滋賀県はロケーションオフィスを設置し、ロケ誘致に力を注

いできた。これは、ロケに伴う撮影隊の滞在費や交通費などの直

接的な経済効果に加えて、映像を観た観客が旅行者となって、ロケ

地を訪れるフィルム・ツーリズムの間接効果も期待できるからだ。

しかし、現状では単発的にすぎず一過性のものとなりかねない。

原因は、放映終了後にロケ地関連の情報発信が著しく減少するこ

とと、観客の興味が新作に移ってしまうことがあげられる。ＮＨＫ

大河ドラマ誘致に地方自治体が力を入れるのは、1年間の放映で

何度も特定の地域が取り上げられることと、その地域の歴史的人

物にスポットがあてられることにある。

　大阪や神戸、福岡、姫路などでは、自治体や商工会議所などが、撮

影を支援するフィルムコミッションを設立し、継続的なロケ誘致

を行っている。また、尾道市は「映画と坂道のまちづくり」を標榜

し、近年「男たちの／ＹＡＭＡＴＯ」で造船所のドッグを活用した

ロケを受け入れ話題になった。そして、このセットを期間限定

（10ヶ月間）で公開し、100万人以上の入場者を集めた。尾道市は

戦後名作「東京物語」を始めとして、40本以上の映画ロケが行わ

れていた土壌があったことが、成功に結びついたと考えられる。

　2013年彦根市にもフィルムコミッション室が設置され稼働し

はじめている。彦根城を始め周辺地域には数多くのロケに適した

場所があり、今後が期待される。

　継続的なロケ誘致への取組みは、彦根の個性や魅力をアピール

し、着地型ツーリズムを通して、集客競争力強化につながっていく。

1 2 1.柘榴坂の仇討（2014年9月20日全国公開） ・ 2.幕末高校生（2014年7月26日全国公開）
ざくろざか

1.滋賀中央信用金庫銀座支店（旧明治銀行） ・ 2.金亀会館（旧彦根藩校「弘道館」）
3.滋賀大学経済学部講堂
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志
賀
谷　
彦
根
商
工
会
議
所
も
、定
住
人

口
が
減
る
な
か
で
、交
流
人
口
の
増
加
を

目
指
し
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
滋
賀
県
の
観
光

施
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

木
村
太
治
氏（
以
下
・
木
村
）　
県
の
観
光

施
策
の
基
本
方
針
は「
観
光
交
流
を
通
じ

て
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

す
」で
す
。具
体
的
に
は「
訪
れ
て
よ
し 

迎
え
て
よ
し 

地
域
よ
し
」の
観
光
三
方
よ

し
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。目
標
を

３
つ
定
め
て
い
ま
す
。目
標
１
は「
観
光

地
滋
賀
の
認
知
度
向
上
」、目
標
２
は「
滋

賀
な
ら
で
は
の
素
材
や
強
み
を
活
か
し
た

特
色
の
あ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
」、目
標

３
は「
来
訪
者
・
居
住
者
双
方
が
と
も
に

満
足
で
き
る
観
光
交
流
推
進
の
体
制
づ
く

り
」で
す
。具
体
的
な
数
値
目
標
は
、観
光

入
込
客
で
４
８
０
０
万
人
、観
光
消
費
額

で
１
６
４
０
億
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

過
去
、滋
賀
県
に
こ
ら
れ
た
お
客
様
は
最

高
４
７
３
５
万
７
３
０
０
人
で
し
た
。こ

れ
を
越
え
よ
う
と
す
る
目
標
設
定
で
す
。

観
光
入
込
客
数
が
決
ま
る
と
、観
光
消
費

額
が
算
出
で
き
ま
す
。観
光
消
費
額
も
過

去
最
高
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

志
賀
谷　
国
は
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
事

業
と
し
て
、訪
日
外
国
人
旅
行
者
３
０
０

０
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。滋
賀
県

の
目
標
は
？

木
村　
「
観
光
交
流
」振
興
指
針
本
編
で

は
な
く
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
い
う
毎

年
の
目
標
の
な
か
に
定
め
て
い
ま
す
。例

え
ば
、外
国
人
観
光
入
込
客
数
は
平
成
24

年
は
14
万
人
で
す
け
れ
ど
も
、こ
れ
を
21

万
人
に
、外
国
人
宿
泊
客
数
は
同
じ
く
平

成
24
年
で
７
万
人
で
す
が
、12
万
人
を
目

指
し
て
、力
を
入
れ
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

志
賀
谷　
会
議
所
で
は
宿
泊
客
を
増
や
す

手
段
と
し
て
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

夜
間
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
よ
う
と
計
画
中

で
す
。県
の
施
策
と
し
て
何
か
あ
り
ま
し

た
ら
お
教
え
て
く
だ
さ
い
。

木
村　
滋
賀
県
の
観
光
の
特
色
と
し
て
、

宿
泊
観
光
が
非
常
に
少
な
い
ん
で
す
。日

帰
り
と
宿
泊
で
は
消
費
さ
れ
る
金
額
が
か

な
り
違
い
ま
す
。一
人
あ
た
り
の
旅
行
費

用
の
県
内
消
費
額
は
、日
帰
り
が
３
８
０

０
円
、宿
泊
が
１
９
２
３
７
円
と
約
５
倍

で
す
。こ
の
た
め
、本
年
度
の
新
規
事
業

と
し
て
補
助
制
度
を
設
け
ま
し
た
。「
宿
泊

滞
在
型
観
光
推
進
事
業
」で
す
。例
え
ば
、

早
朝
イ
ベ
ン
ト
や
夜
間
開
催
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
。冬
季
で
し
た
ら
、早
朝
新
雪
を
歩

く
よ
う
な
、夏
は
蛍
観
察
な
ど
、宿
泊
に
つ

な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
た
と
き
の

補
助
金
で
す
。補
助
率
二
分
の
一
で
最
大

50
万
円
ま
で
の
補
助
金
を
交
付
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
起
爆
材
に
し
、

官
民
で
知
恵
を
出
し
合
い
、一
度
来
て
く

だ
さ
っ
た
方
の
口
コ
ミ
な
ど
で
次
年
度
に

は
よ
り
多
く
の
集
客
が
で
き
る
よ
う
、波

及
効
果
も
考
え
な
が
ら
進
め
て
行
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

志
賀
谷　
彦
根
で
は
秋
に「
城
フ
ェ
ス
」

を
計
画
し
、長
浜
市
さ
ん
と
連
携
し
て
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
支
援
策

は
あ
り
ま
す
か
？

木
村　
今
年
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で「
軍

師
官
兵
衛
」が
放
送
さ
れ
て
い
る
の
で
、

県
で
も
観
光
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
し
て

い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
だ
け
で
は
一
部
の

地
域
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、戦
国

近
江
と
し
て
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。「
黒
田
官
兵
衛 

戦
国
の
舞
台
近
江 

誘
客
促
進
事
業
」の「
地
域
観
光
活
性
化

支
援
事
業
」で
城
フ
ェ
ス
に
も
対
応
さ
せ

て
い

た
だ
け
る

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

志
賀
谷　
誘
客
の
視
点
か
ら
考
え
て
い
き

ま
す
と
滋
賀
県
は
文
化
財
と
か
歴
史
遺
産

が
豊
富
な
と
こ
ろ
で
す
。活
用
で
き
て
い

な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、も
っ
と
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、た

と
え
ば「
食
」も
観
光
に
と
っ
て
は
欠
か

せ
な
い
要
素
で
す
。会
議
所
内
で
も「
食
」

の
ブ
ラ
ン
ド
開
発
を
考
え
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。「
食
」か
ら
の
誘
客
に
関
し
て

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

木
村　
食
だ
け
を
目
的
に
大
き
く
誘
客
を

し
よ
う
と
す
る
と
、よ
ほ
ど
特
色
的
な
こ

と
で
な
い
と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。し
か

し
旅
行
に
お
い
て
食
と
い
う
も
の
が
占
め

る
要
素
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
か
ら
、湖

東
地
域
の
印
象
と
し
て
、「
食
」の
ブ
ラ
ン

ド
開
発
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
特
産
の
農
産
物
を
つ
か
っ
て
考
え

る
の
は
、農
業
者
に
と
っ
て
も
い
い
こ
と

で
す
。い
わ
ゆ
る
六
次
産
業
化
で
す
ね
。

そ
こ
で
何
か
工
夫
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

志
賀
谷　
視
点
が
か
わ
り
ま
す
が
、第
79

回
国
民
体
育
大
会
の
滋
賀
大
会
が
内
々

定
し
、主
会
場
の
こ
と
が
い
ま
議
論
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。誘
客
効
果
と
し
て

も
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

県
と
し
て
何
か
展
開
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

木
村　
国
民
体
育
大
会
の
滋
賀
大
会
、関

西
広
域
連
合
で
取
り
組
む
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
、そ
れ
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す

ね
。ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
い
ま
す

か
、強
化
合
宿
で
、事
前
に
来
て
い
た
だ
く

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
り
、大
会
に
出
る
た

め
に
、滋
賀
県
を
訪
れ
る
方
に
観
光
も
し

て
い
た
だ
く
仕
組
み
づ
く
り
に
力
を
い
れ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

志
賀
谷　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ

ム
、産
業
観
光
な
ど
、観
光
は
非
常
に
多
様

化
し
て
い
ま
す
。デ
ー
タ
を
み
て
い
ま
す

と
、日
帰
り
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、中
京
圏
と
関
西
圏
が
ほ
と
ん
ど
で
、固

定
化
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。今

ま
で
と
は
異
な
っ
た
展
開
や
違
う
層
へ
の

働
き
か
け
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
が
。

商工観光労働部観光交流局長 木村太治氏

で

商工観光労働部観光交流局長 木村太治氏

木
村　
び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
年
間
約
５
２
０
万
件

の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。固
定
パ
ソ
コ

ン
を
前
提
に
つ
く
っ
て
あ
り
、し
か
も
増

築
を
重
ね
て
き
て
い
る
の
で
随
分
使
い
勝

手
が
悪
く
な
り
ま
し
た
。モ
バ
イ
ル
対
応

を
視
野
に
い
れ
て
、一
か
ら
つ
く
り
な
お

し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
機
能
も
強
化
す
る
な
ど
、今
年

１
年
か
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、滋
賀
県
で
は
、平
成
24
年
度
か

ら
、観
光
ブ
ラ
ン
ド「
ビ
ワ
イ
チ
」の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、県
内
を

周
遊
・
体
感
す
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創

造
や
、県
内
全
域
か
ら
魅
力
あ
る
観
光
資

源
の
発
掘
を
行
い
、観
光
地
と
し
て
の
認

知
度
と
評
価
の
一
体
的
向
上
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は「
湖

国
の
宝
に
出
会
う
旅
」で
す
。今
ま
で
と

は
違
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
も
訴
求
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

志
賀
谷　
今
後
、い
ろ
い
ろ
と
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
て
い
く
と
思

い
ま
す
が
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

滋
賀
県
の
観
光
施
策

Interview
４
月
８
日（
火
）、滋
賀
県
庁
に
お
い
て
、木
村
太
治
商
工
観
光
労
働
部

観
光
交
流
局
長
に
滋
賀
県
の
観
光
施
策
に
つ
い
て
志
賀
谷
光
弘
当
所

専
務
理
事
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。そ
の
一
部
を
掲
載
す
る
。

第
２
回「
彦
根
・
長
浜  

市
長
お
よ
び
正
副
会
頭
等
懇
談
会
」

「
長
浜
・
彦
根
」連
携
に
よ
る
両
市
の
発
展
に
つ
い
て

　
４
月
２
日（
水
）午
後
４
時
か
ら　
彦
根

キ
ャ
ッ
ス
ル（
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
）に
お
い

て
、『「
長
浜
・
彦
根
」連
携
に
よ
る
両
市
の

発
展
に
つ
い
て
』と
い
う
テ
ー
マ
で
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
た
。

● 

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

　
現
在
の
日
本
の
人
口
は
、過
去
１
５
０
年

で
３
倍
に
な
っ
た
。今
後
50
年
間
で
４
０

０
０
万
人
減
少
し
、８
０
０
０
万
人
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、世
界
の
先

進
国
も
同
様
。

　
人
口
減
少
に
関
し
て
は
、今
後
50
年
間
で

４
０
０
０
万
人
減
少
し
、８
０
０
０
万
人
に

な
る
と
デ
ー
タ
と
し
て
は
っ
き
り
出
て
い

る
の
で
、８
０
０
０
万
人
の
国
づ
く
り
を
考

え
た
方
が
早
い
の
で
は
な
い
か
。

　
長
浜
市
で
は
、新
た
に
住
む
人
に
１
０
０

万
円
の
補
助
を
出
し
て
い
る
が
、年
間
７
，

８
件
の
実
績
が
あ
る
。

　
人
口
規
模
の
理
想
は
30
万
人
が
効
率
的

と
さ
れ
て
い
る
。彦
根
市
、米
原
市
、長
浜

市
、愛
知
・
犬
上
郡
で
約
31
万
人
。

　
問
題
は
面
積
で
、長
浜
市
は
面
積
６
８
０

㎢
に
人
口
が
12
万
３
千
人
で
あ
る
の
に
対

し
て
、草
津
市
は
67
㎢
に
12
万
８
千
人
。長

浜
市
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
。

● 

公
共
工
事
に
関
し
て

　
長
浜
市
が
平
成
23
年
度
以
降
、急
激
に
伸

び
て
い
る
の
は
、平
成
22
年
１
月
の
１
市
６

町
合
併
に
伴
っ
て
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
施
設
整
備
に
よ
る
も
の
。

　
今
後
、交
通
手
段
の
問
題
も
併
せ
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
病
院
の
役
割
分
担
や
配
置
、市
民
ホ
ー
ル

の
規
模
に
応
じ
た
相
互
利
用
な
ど
。

　
広
域
で
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、効
率
的

で
あ
り
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
。そ
の
た
め
に
は
交
通
手
段
の
問
題

も
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

● 

ま
ち
づ
く
り
会
社
に
つ
い
て

　
㈱
黒
壁
に
つ
い
て
、設
立
当
初
か
ら
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
塚
田
副
会
頭
が
資
料
を

基
に
詳
し
く
説
明
が
あ
っ
た
。

　
長
浜
で
は
、ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人
を

集
め
て
事
業
を
組
み
立
て
て
き
た
。市
民

会
議
で
は「
北
陸
線
の
直
流
化
」「
長
浜
ド
ー

ム
誘
致
」「
バ
イ
オ
大
学
誘
致
」の
３
つ
の

目
標
に
黒
壁
運
動
と
並
行
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
黒
壁
や
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
皆
さ
ん
が

出
資
さ
れ
る
の
は
、長
浜
の
町
衆
文
化
で
あ

り
、曳
山
に
寄
付
文
化
の
原
点
が
あ
る
。

● 

観
光
入
込
客
に
つ
い
て

　
大
河
ド
ラ
マ
の
と
き
は
伸
び
る
が
、そ
の

後
下
が
る
こ
と
が
問
題
。後
に
続
く
仕
掛

け
を
並
行
し
て
や
る
こ
と
が
大
切
。長
浜

に
は
常
に
仕
掛
け
る
人
間
が
い
る
。

　
大
河
ド
ラ
マ
に
関
連
し
た「
官
兵
衛
博

覧
会
」は
集
客
目
的
も
あ
る
が
、合
併
後
の

市
民
の
一
体
感
を
つ
く
る
と
い
う
大
き
な

目
的
が
あ
る
。

● 

北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
に
つ
い
て

　
滋
賀
県
お
よ
び
関
西
広
域
連
合
は
、米
原

ル
ー
ト
を
打
ち
出
し
て
い
る
。県
に
対
し

て
は
、米
原
で
繋
ぐ
こ
と
に
よ
る
効
果
と
県

域
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す
こ
と
を

求
め
て
い
る
。通
過
県
に
し
な
い
対
策
が

重
要
。

　
そ
の
他
、彦
根
市
か
ら「
全
国
城
サ
ミ
ッ

ト
in
彦
根
・
彦
根
城
フ
ェ
ス
」の
紹
介
。本

年
３
月
15
日
開
催
さ
れ
た「
三
成
会
議
」の

こ
と
に
触
れ
、報
道
に
も
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

一人当たり旅行費用

資料：滋賀県商工観光労働部観光交流局「滋賀県観光動態調査報告書」 平成 22年版

注：パック料金は県外費用含む

宿泊費用
¥2,000

全体（日帰り）
合計費用
¥3,800

全体（宿泊）
合計費用
¥19,237

飲食費
¥1，135 宿泊費用

¥7,267

パック料金
¥3,639

飲食費
¥2,757土産代

¥839

土産代
¥2,401

交通費／県内
¥836

交通費／県内
¥2,036

その他費用
¥609

入場料  ¥528

海外客（宿泊）
合計費用
¥44,578

パック料金
¥25,333

飲食費
¥5,432

土産代
¥5,933

交通費／県内
¥3,279

その他費用
¥2,400

入場料
¥200

入場料
¥399

パック料金
¥264

その他費用
¥327

【全体】
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通
常
議
員
総
会
は
、３
月
26
日
当
所
に

て
、来
賓
に
彦
根
市
の
磯
谷
産
業
部
長
、長

野
商
工
課
長
を
お
迎
え
し
、議
員
51
人
、委

任
状
提
出
議
員
24
人
、小
出
会
頭
、夏
原
・

木
村
・
中
川
副
会
頭
、田
中
監
事
、志
賀
谷

専
務
理
事
ら
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
、会
頭
が
挨
拶
の
後
、議
長
に

就
任
、議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

（
１
）平
成
26
年
度
当
所
事
業
計
画（
案
）、

（
２
）平
成
26
年
度
当
所
一
般
会
計
収
支
予

算（
案
）、そ
の
他
10
項
目
の
議
案
の
承
認

に
つ
い
て
上
程
。副
会
頭
、専
務
理
事
他

か
ら
提
案
説
明
の
後
、議
長
に
よ
り
諮
ら

れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
次
に
報
告
事
項
に
移
り
、（
１
）平
成
25

年
度
当
所
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算
、

（
２
）平
成
25
年
度
当
所
中
小
企
業
相
談
所

通
常
議
員
総
会 

平
成
26
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
等
を
承
認

　
彦
根
市
長
並
び
に
幹
部
と
当
所
正
副
会

頭
と
の
懇
談
会
は
、去
る
３
月
28
日
、小
出

会
頭
、夏
原
・
木
村
・
中
川
副
会
頭
、志
賀

谷
専
務
理
事
、彦
根
市
よ
り
大
久
保
市
長
・

磯
谷
産
業
部
長
・
萩
野
総
務
部
長
ら
が
出

席
し
て
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
及

び
予
算
・
集
客
戦
略
・
近
隣
市
町
と
の
連

携
・
人
口
減
へ
の
対
策
、彦
根
南
地
域
の

開
発
、ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立
、新
規
観
光

資
源
開
発
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
・
わ
ー

く
メ
ッ
セ
、ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ

レ
ッ
ジ
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
特
に
、集
客
戦
略
に
つ
い
て
は
、当
所
専

務
理
事
よ
り
観
光
デ
ー
タ
に
基
づ
き
当
市

の
強
み
、弱
み
を
説
明
し
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

及
び
宿
泊
型
集
客
の
可
能
性
、全
国
城
サ

ミ
ッ
ト「
城
フ
ェ
ス
in
彦
根
」、「
城
＋
光

ア
ー
ト
」企
画
に
つ
い
て
懇
談
を
深
め
ま

し
た
。

　
新
規
観
光
資
源
開
発
は
、「
木
俣
屋
敷
・

井
伊
神
社
・
彦
根
西
高
校
移
転
後
跡
地
、

彦
根
駅
東
地
区
」等
に
つ
い
て
も
意
見
交

換
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
所
青
年
部
が
主
催
し
て
い
る

「
わ
ー
く
メ
ッ
セ
、ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー

カ
レ
ッ
ジ
」へ
の
支
援
に
つ
い
て
強
く
お

願
い
を
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、彦
根
市
経
済
活
性
化
委
員
会
、

文
化
ス
ポ
ー
ツ
育
成
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
有
意
義
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

彦
根
市
長
と
正
副
会
頭
等
と
の
懇
談
会
を
開
催

常議員会
　４月度常議員会は、去る４月９日（水）
当所にて、常議員17人、小出会頭、夏原・
中川副会頭、志賀谷専務理事らが出席して
開催されました。
　開会冒頭に、彦根市副市長 山根裕子氏
をお招きし、これまでの取り組みやこれか
らの意気込みについてお話しいただきま
した。

　

　常議員会では、会頭が挨拶の後議長に就
任、報告事項として（１）彦根市幹部と正
副会頭との懇談会について、（２）彦根・長
浜市長と彦根・長浜正副会頭との懇談会
について、（３）委員会等について、（４）そ
の他について、中川副会頭、清水業務革新
委員長、志賀谷専務理事、事務局から報告
されました。
　続いて議案として、（１）新入会員６件の
承認について、専務理事から説明の後、議
長が諮り、いずれも満場一致で可決承認さ
れました。
　最後に清水・中川・一圓常議員より話題
提供があり、清水常議員からは、バルブ業
界の景況、ビワライトの新産業化の可能性
について、中川常議員からは、業界の景況、
国が進める和に関する住まいの連絡会議
の状況について、一圓常議員からは３月に
リニューアルオープンした彦根キャッス
ル　リゾート＆スパの状況、今春の観光動
向について、それぞれ発言され、閉会とな
りました。

▶山根副市長のスピーチ

去る４月７日ご逝去されました。
謹んでご冥福をお祈りいたします。
若宮佛檀店　
昭和56年10月～昭和62年10月　当所議員

訃  報
元議員 若宮 芳太郎氏  （92歳）

特
別
会
計
収
支
補
正
予
算
、そ
の
他
14
項

目
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、閉
会
と
な
り
ま

し
た
。そ
の
後
の
懇
親
会
に
大
久
保
市
長

が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

女性会 JR 彦根駅前を清掃

業
務
革
新
委
員
会

　
清
水
克
己
委
員
長

　
４
月
１
日
に
当
所
に
て
開
催

●
会
員
事
業
所
基
本
調
査
に
つ
い
て

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

●
当
所
１
階
産
業
展
示
場
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

集
客
戦
略
推
進
委
員
会

　
木
村
泰
造
委
員
長

　
４
月
14
日
に
当
所
に
て
開
催

●
県
内
商
工
会
議
所
管
内
の
、ま
ち
づ

く
り
会
社
の
概
要
に
つ
い
て

●
彦
根
・
長
浜
・
滋
賀
県
の
観
光
に
関

す
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て

城
フ
ェ
ス
in
彦
根
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

中
川
哲
委
員
長

　
４
月
９
日
に
当
所
に
て
開
催

●
城
サ
ミ
ッ
ト
in
彦
根
の
事
業
概
要
に

つ
い
て

●
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
事
業
計
画

案
に
つ
い
て

ひ
こ
ね
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
小
出
英
樹
会
長

　
４
月
３
日
に
当
所
に
て
開
催

●「
彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り
」と「
彦
根
七

夕
ま
つ
り
」の
連
携
に
つ
い
て

●
今
年
の
開
催
期
日

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り…

７
月
26
日（
土
）

彦
根
七
夕
ま
つ
り…

８
月
２
日（
土
）

〜
８
日（
金
）

委
員
会 

開
催
報
告

１
．政
策
提
言
・
要
望
活
動
の
展
開

　
　
地
元
業
者
優
先
発
注

２
．中
小
企
業
の
支
援

　
　
●
経
営
革
新
認
定
機
関
と
し
て
の
取

　
　
り
組
み

　
　
●
各
種
支
援
施
策
説
明
会
の
開
催

３
．活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

  

の
推
進

　
　
●
滋
賀
大
学
・
滋
賀
県
立
大
学
・
聖

　
　
泉
大
学
・
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合

　
　
日
本
セ
ン
タ
ー
と
の
産
学
連
携
の
推
進

      

●
近
隣
商
工
会
議
所
・
商
工
会
と
の

　
　
広
域
連
携
の
強
化

　
　
●
彦
根
夏
ま
つ
り（
彦
根
七
夕
ま
つ
り
・

　
　
　
彦
根
ゆ
か
た
祭
り
）事
業
の
運
営

　
　
●
城
サ
ミ
ッ
ト
事
業
へ
の
参
画

４
．人
材
育
成
と
雇
用
対
策

　
　
●
語
学
研
修
の
開
催

本
年
度
の
重
点
事
業
と
新
規
取
り
組
み
事
業

　
　
●
起
業
家
実
務
研
修
会
の
開
催

　
　
●
彦
根
が
え
り
事
業
の
推
進

５
．機
能
的
で
魅
力
あ
る
商
工
会
議
所

　
　
づ
く
り

　
　
●
組
織
強
化
の
た
め
新
規
会
員
の
加

　
　
入
を
促
進
し
、１
８
０
０
会
員
を
目
指
す

　
　
●
部
会
活
動
の
活
発
化

　
　
●
各
委
員
会
の
運
営

　
　
●
青
年
部
・
女
性
会
事
業
の
支
援

　
　
●
事
務
局
体
制
の
強
化

　
　
●
月
刊
誌「
不
易
流
行
」の
リ
ニ
ュ
ー

　
　
ア
ル
発
行

　
　
●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
●
会
員
限
定
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発

　
　
行
に
よ
る
、よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
で
充

　
　
実
し
た
情
報
提
供

　滋賀県商工会議所女性会連合会は、３月24日、春の観光シーズンに合わせ、
来訪される方々を歓迎するため、県内７女性会で約100名が参加し、それぞ
れの最寄り駅前で一斉に清掃を行いました。
　当女性会（藤田敦子会長）は、15名が参加し、ＪＲ彦根駅西口前から駅前
お城通りを清掃。井伊直政公銅像前広場や歩道のゴミ拾いをしました。
　参加した会員からは、「駅前をきれいにして彦根の第一印象を良くしたい」
「清掃を通して、彦根の環境の現状を把握できる」等の意見がありました。

平成26年度　一般会計収支予算 
(平成26年4月1日～平成27年3月31日)

収入の部 （単位：千円）
勘定科目勘定科目勘定科目

予算額
款款 項

予算額

1.会費 53,110
1.会費 44,000
2.特別会費 6,600
3.事業特別会費 2,500
4.過年度会費 10

2.特定商工業者負担金2.特定商工業者負担金 800
3.事業収入3.事業収入 43,956

1.検定事業収入 4,000
2.会報広告料 6,456
3.共済手数料 5,000
4.各種手数料 8,000
5.会館使用料 6,000
6.冷暖房料 1,400
7.会館賃貸料 10,000
8.テナント共益費 3,100

4.交付金・委託金4.交付金・委託金 3,836
1.市交付金 1,336
2.市委託金 2,000
3.消費税転嫁対策窓口
相談等事業委託金 500

5.雑収入 205
1.預金利息 5
2.雑収入 200

6.繰越金 16,700
合                      計合                      計合                      計 118,607

支出の部 （単位：千円）
勘定科目勘定科目勘定科目 予算額款 項 目

1.事業費 30,450
1. 一般事業費 25,000

1.関係機関と正副会頭連絡調整会議費 50
2.部会活動費 3,000
3.委員会活動費 2,000
4.検定事業費 1,500
5.工業活動費 1,500
6.会員大会開催事業費 2,500
7.会報発行費 5,800
8.一般広報費 150
9.調査費 300
10.法定台帳作成管理運営費 4,100
11.雇用対策費 1,200
12.融合化事業費 200
13.会員募集費 100
14.ものづくり支援事業費 1,600
15.城フェス ｉｎ 彦根プロジェクト会議費 1,000

2.委託補助対象事業費 5,450
1.講演会等開催費 2,500
2.雇用福利事業費 450
3.夏まつり事業費 2,000
4.消費税転嫁対策窓口相談等事業費 500

2.管理費 57,610
1.給与費 20,000

1.俸給 15,000
2.諸手当 5,000

2.福利厚生費 5,300
3. 旅費･交通費 700
4. 事務費 6,110

1.通信運搬費 1,100
2.什器備品費 100
3.消耗品費 1,600
4.図書費 60
5.印刷費 1,200
6.事務機リース料 900
7.情報化推進費 200
8.車両維持管理費 250
9.事務諸費 700

5. 家屋費 15,800
1.家屋管理費 14,500
2.保険料 1,300

6.会議費 1,300
7. 渉外･交際費 1,600

1.渉外費 1,500
2.交際費 100

8. 公課分担金 6,000
1.分担金 4,500
2.租税公課 1,500

9.雑費 800
3.繰出金 9,410

1.中小企業相談所特別会計繰出金1.中小企業相談所特別会計繰出金 4,345
2.役職員退職給与積立金特別会計繰出金 1,000
3.建物・IT保全維持積立金特別会計繰出金 1,000
4.労働保険事務組合会計（一般会計）繰出金 1,000
5.タウンマネージメント推進事業特別会計繰出金 1,065
6.別途積立金特別会計繰出金6.別途積立金特別会計繰出金 1,000

4.予備費 21,137
合                   計 118,607合                   計



不易流行 1011 彦根商工会議所通信 当所月報では日本全国514か所に展開する商工会議所の中でも特色のある地域をピックアップし、会員の皆様にご紹介します。
彦根がよりよい街となるための情報収集を行うと共に、今後の彦根商工会議所の可能性を探ります。

│ 

納
会
例
会 

│

卒
業
式
＆
こ
こ
ま
で
言
っ
て
も
委
員
会
!?

青年部通信 YEGMay.vol2.303
　
去
る
３
月
12
日
に
、マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
彦

根
に
て
３
月
度
納
会
例
会「
２
０
１
４
年

卒
業
式
＆
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
こ
こ
ま
で
言
っ

て
も
委
員
会
!?
」が
32
名
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
各
委
員
長
＆
選
抜
メ
ン
バ
ー
が
、鳥
越

会
長
率
い
る
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
１
年
間
の

活
動
、青
年
部
自
体
に
つ
い
て
意
見
を
出

し
合
い
、振
り
返
る
こ
と
に
よ
り
、２
年

目
の
活
動
に
向
け
て
勢
い
を
つ
け
る
た

め
、「
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
こ
こ
ま
で
い
っ
て
も

委
員
会
!?
」と
題
し
て
自
由
に
意
見
を
出

し
合
う
討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
討
論
会
で
は
、彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
誇
る
名

司
会
者
安
齋
・
宮
村
コ
ン
ビ
に
よ
る
巧
み

な
話
術
に
、パ
ネ
リ
ス
ト
の
饒
舌
さ
に
よ

り
、会
場
内
は
笑
い
と
熱
気
に
包
ま
れ
、

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
に
な
り
時
が

経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。名
司
会

者
コ
ン
ビ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、各
テ
ー

ブ
ル
に
料
理
の
お
品
書
き
が
置
か
れ
て

い
る
か
と
思
い
き
や
、討
論
会
の
テ
ー
マ

が
コ
ー
ス
仕
立
て
に
書
か
れ
て
い
た
の

に
は
、担
当
の
３Piece

委
員
会
の
意
気

込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
終
了
後
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

鳥
越
会
長
か
ら
卒
業
証
書
・
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
、卒
業
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
さ

ん
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
の
青
年
部
活
動
を

振
り
返
っ
て
現
役
メ
ン
バ
ー
へ
の
想
い

を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。新
入
会
員
の
メ

ン
バ
ー
の
心
に
も
届
い
た
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
、Ｏ
Ｂ
さ
ん
か
ら

の
手
紙
を
、関
係
の
深
い
メ
ン
バ
ー
か
ら

読
み
上
げ
ら
れ
、温
か
い
気
持
ち
に
包
ま

れ
つ
つ
感
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま

し
た
。
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伝言板 ■５月度例会  ５月22日（木）19時開会（予定）・於：当所４Ｆホール
■３ＹＥＧ合同例会　６月20日（金）時間・場所未定
■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

小京都 飛騨高山

　平成18年度より日本商工会議所が
実施している「feel NIPPON地域力
活用新事業∞全国展開プロジェクト」
は、各地の商工会議所が事業者と連携
し、地域資源を使った商品開発や販路
拡大を、日本商工会議所が支援する事
業であるが、高山商工会議所では平成
24年度から本プロジェクトで「飛騨
の匠」ブランドを活用した新たな着地
型観光の開発に取り組まれている。
　飛騨地域は古くから木材資源に恵ま
れ、木材加工技術に優れた人々が奈良
や平安の都の造営に携わったことから
「飛騨の匠」と呼ばれる職人たちが生
まれた。高山市内には、「飛騨の匠」文

先進商工会議所紹介  高山商工会議所

　飛騨高山は、観光産業の盛んな地で「飛騨の小京都」と
称されている。高山商工会議所では、飛騨の美しい自然や
長い歴史に育まれた伝統文化を守りつつ、基幹産業であ
る観光の企画・情報発信・誘客事業などを積極的に展開
されている。また、市が主体となって高山祭区域を含む町
並み一帯を祭礼の場として世界文化遺産登録を目指され
ていることは、彦根との共通点として注目される。

「山王祭（さんのうまつり）」
旧高山城下町の南半分の氏神様の日枝神社（山王様）の例祭で、毎年４月
14日・15日に豪華絢爛な屋台の巡行等が繰り広げられる。山王祭と秋の
八幡祭と合わせた「高山祭」は日本三大美祭の一つに数えられる。

「飛騨の匠」ブランドを活用した
体験型観光開発事業1

2

　高山商工会議所等で構成される「飛騨高山おもて
なし文化振興協会」では、芸妓やお座敷で活躍する
鳴り物の後継者育成事業を平成25年7月より実施
されている。これは、お座敷文化の継承を志す人に
技能や知識を習得してもらうための稽古代を補助す
るもので、先人が築いてきた文化芸能を継承し、観光
客へのおもてなしをより充実するための施策として
取り組まれている。

3 おもてなし文化として芸妓の
後継者育成を助成

■ 先進ポイント
・地域ブランドを活用した体験型観光の開発
・観光客の回遊性向上を図る社会実験の取り組み
・伝統芸能の維持に対する助成金制度によるおもてなし文化の振興

「匠の伝承空間」回遊性向上社会実験

▶ 盛り上がる討論会

▶ 卒業メンバーへのサプライズ

彦根商工会議所青年部　会長
お花屋さんLeaf  鳥越 清和共に創造 次代の彦根 !!青年部（YEG）新入会員

ただいま募集中！

　商工会議所青年部は、地域の未来を担う若手経営
者が気概で活動する集団です。諸先輩の言葉に耳を
傾けながら、時代を先取りし、若者のやる気を形に
します。活動は委員会組織を中心として、企業経営
の研修や地域活性化事業への参画、会員相互の親睦
を図っています。
　商工会議所会員事業所の経営者（その後継者）もし
くは、事業所が推薦する方で、25歳以上45歳以下で
あれば男女を問わず入会できます。（年会費36,000円）
　詳しくは彦根商工会議所青年部事務局まで。
　TEL.22-4551

▶職業体験を通じて子ども達に
　夢や希望を
　（彦根YEGわーくメッセ）

▶日頃支えてもらっている家族と楽しいひとときを
    （家族親睦クリスマスパーティー）

▶専門分野のメンバーが講師を
　務め、そのレクチャーで学んだ
　メンバーが講義をする例会

化というべき建物や町並み、木工品な
どの伝統産業があり、これらを発掘・
調査し、道資源や町並み資源等の間接
的な資源も取り入れた体験型観光の開
発事業を実施。各業界団体とのマッチ
ング調査を重ね、飛騨の家具の代表的
技術である「曲げ木」を分かりやすく
体験できる観光商品などを開発し、昨
年11月にまち歩きを楽しみながら匠
の技と心に触れられる「まちなみ博覧
祭」を開催された。今後は、「飛騨の匠」
を継承する技術を古い町屋や町並みと
結びつけて新たなブランド価値を創出
し、伝統的産業観光につなげていくこ
とが期待されている。

　平成21年度国土交通省による「道
路に関する新たな施策の社会実験」
に、高山商工会議所等で構成する「飛
騨の匠街道推進協議会」が、歴史的風
致地区内の回遊軸の構築等を目的と
して応募し選定された。これは、町
並み保存に取り組んできた高山市中
心部の旧町人地（上町(かみちょう)
地区、下町(しもちょう)地区）が、東
西に貫く国道158号により分断さ
れているため、「古い町並」の一体感
が薄れ、観光客の回遊性を阻んでい
ることに対する社会実験で、高山イ
ンターチェンジから下町の駐車場へ

の交通誘導や、特設案内所や誘導看
板の設置、散策マップの配布等によ
る下町地区への誘導等を17日間に
わたって実施された。このような調
査研究により、風情ある町並み散策
の魅力の発展に努められている。

特設の観光案内所

「曲げ木」の実演

│ 

納
会
例
会 

│

青
年
部
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
西
川
瑞
恵
さ
ん（
ヘ
ア
＆
フ
ェ
イ
ス 

美
容
室
マ
ミ
）

　
日
頃
は
、青
年
部
活
動
に
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
年
度
も
引

き
続
き
青
年
部
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、今
年
度
も「
共
に
創
造  

次
代
の
彦
根
!!
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
青
年
部
が
一
丸
と
な
り
事
業
、例

会
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
事
業
と
し
て
は
、10
月
に
第
４
回
彦
根
Ｙ

Ｅ
Ｇ
わ
ー
く
メ
ッ
セ
、第
２
回
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー

カ
レ
ッ
ジ
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
わ
ー
く
メ
ッ
セ
は
、子
ど
も
達
が
実
際
の
お
仕
事

を
体
験
で
き
る
事
業
で
す
。ま
た
、ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ

ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
は
、子
ど
も
達
が
会
社
を
作
り
、

仕
入
れ
か
ら
販
売
、ま
た
決
算
や
利
益
計
算
な
ど
、

物
と
お
金
の
流
れ
を
学
ぶ
こ
と
で
会
社
の
運
営
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
事
業
で
す
。ど
ち
ら
の
事
業

も
、普
段
は
体
験
で
き
な
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
も
彦
根
版
風
会
議
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。今
の
彦
根
、こ
れ
か
ら
の
彦
根
に

つ
い
て
市
の
若
手
職
員
と
意
見
交
換
や
情
報
交
換

を
し
て
青
年
部
活
動
や
自
分
た
ち
の
商
売
に
生
か

し
、彦
根
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、青
年
部
内
部
で
は
、交
流
を
更
に
図
り
、

青
年
部
同
士
の
つ
な
が
り
を
今
ま
で
以
上
に
高
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
度
は
、彦
根
城
フ
ェ
ス
、全
国
城
サ

ミ
ッ
ト
in
彦
根
も
開
催
さ
れ
ま
す
。青
年
部
と
し

て
も
色
々
な
と
こ
ろ
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、次

代
へ
の
先
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
年
度
も
皆
様
の
ご
理

解
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

解
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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井
伊
家
拠
点
の
城

　
今
か
ら
四
〇
〇
年
ほ
ど
昔
の
十
七
世
紀

は
じ
め
、お
よ
そ
二
〇
年
の
歳
月
を
か
け

て
彦
根
城
は
築
か
れ
ま
し
た
。彦
根
城
は

築
城
当
時
、大
坂
城
を
は
じ
め
豊
臣
方
大

名
が
多
い
西
国
の
押
さ
え
と
い
う
軍
事
的

拠
点
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
し
た
。そ

し
て
、徳
川
政
権
下
で
の
平
和
な
時
代
の

到
来
後
は
、彦
根
城
は
平
和
を
維
持
す
る

武
家
政
権
の
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
と

も
に
、江
戸
時
代
の
譜
代
大
名
・
井
伊
家

の
居
城
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
彦
根
城
に
は
内
堀
・
中
堀
・
外

堀
の
三
つ
の
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
し

た
。こ
れ
ら
三
つ
の
堀
に
か
け
ら
れ
た
橋

の
た
も
と
に
は
、計
一
六
の
堅
固
な
門
が

あ
っ
て
門
番
も
い
ま
し
た
。と
く
に
中
堀

よ
り
も
内
側
の
区
画
は
、人
の
出
入
り
が

厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
し
た
。つ
ま
り
、

当
時
の
彦
根
城
は
、誰
で
も
自
由
に
歩
け

る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
、彦
根
城
は
、国
宝
四
城
の
ひ
と
つ

と
し
て
、ま
た
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に

登
載
さ
れ
た
城
と
し
て
、大
切
に
保
存
・

管
理
さ
れ
る
文
化
財
で
あ
る
と
と
も
に
、

毎
年
多
く
の
人
び
と
が
訪
れ
る
彦
根
観
光

の
柱
で
も
あ
り
ま
す
。彦
根
城
は
、軍
事

的
・
政
治
的
な
拠
点
施
設
か
ら
産
業
や
観

光
に
利
用
さ
れ
る
建
造
物
へ
と
役
割
を
変

化
さ
せ
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、彦
根
城
の

利
用
と
保
存
と
い
う
観
点
か
ら
明
治
以
降

の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

明
治
期
の
活
用

　
明
治
四
年（
一
八
七
一
）の
廃
藩
置
県

に
よ
っ
て
彦
根
藩
が
解
体
さ
れ
る
と
、彦

根
城
は
井
伊
家
の
手
を
離
れ
、同
年
十
二

月
以
降
、明
治
新
政
府
の
兵
部
省
、つ
い
で

陸
軍
省
の
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
藩
主
の
居
城
で
な
く
な
っ
た
彦
根
城
の

活
用
例
と
し
て
早
い
も
の
に
明
治
九
年（
一

八
七
六
）五
月
三
日
か
ら
三
〇
日
間
、彦
根

城
天
守
を
中
心
に
城
内
で
開
か
れ
た
地
方

都
市
初
の
博
覧
会
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

明
治
十
年（
一
八
七
七
）に
東
京
上
野
公
園

で
開
か
れ
た
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に

先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、彦
根
の
産

業
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、明
治
時
代
と
な
り
多
く
の
城

が
破
却
さ
れ
て
い
く
な
か
、明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）に
は
、つ
い
に
彦
根
城
内
の

建
物
も
壊
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

天
守
も
八
〇
〇
円
で
売
り
渡
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
、解
体
す
る
た
め
の
足
場
も
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、明
治
天
皇

の
特
旨
に
よ
り
彦
根
城
天
守
は
永
久
に
保

存
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。明
治

十
一
年
十
月
に
は
、明
治
政
府
が
陸
軍
省

所
管
の
彦
根
城
を
保
存
す
る
よ
う
に
滋
賀

県
に
通
達
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、明
治
二
十
四
年（
一
八
九
一
）

十
月
に
は
彦
根
城
を
皇
宮
地
付
属
地
に
編

入
す
る
こ
と
が
宮
内
大
臣
か
ら
総
理
大
臣

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、明
治
二

十
七
年（
一
八
九
四
）五
月
十
八
日
、彦
根

城
は
皇
室
か
ら
の
下
賜
に
よ
り
井
伊
家
に

戻
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
、彦
根
城
や
城
山
が
展
覧
会
の

会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
例
に
は
、明
治

二
十
七
年（
一
八
九
四
）に
開
催
の
日
清

戦
争
戦
利
品
の
展
覧
会
、明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）に
開
催
の
彦
根
物
産
・
古
器

物
展
覧
会
、日
露
戦
争
後
の
明
治
三
十
八

年（
一
九
〇
五
）に
開
催
の
戦
利
品
・
学
芸

品
・
古
器
物
展
覧
会
、明
治
四
十
二
年（
一

九
〇
九
）に
彦
根
教
育
会
に
よ
り
開
催
の

教
育
資
料
展
覧
会
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、堀
は
養
魚
場
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）に

は
、湖
東
の
勝
地
を
保
存
し
て
広
く
内
外

か
ら
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
た
め
湖
東
保

勝
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。湖
東
保
勝
会

は
、設
立
の
主
眼
を
彦
根
城
と
金
亀
山
の

整
備
に
お
い
て
お
り
、発
起
人
に
は
、彦
根

町
長
の
宮
崎
鉄
幹
、元
彦
根
町
長
の
鯰
江

与
惣
次
郎
を
は
じ
め
、浅
見
竹
太
郎
、岡
島

秀
太
郎
、山
田
弾
、中
島
宗
達
、大
村
利
平

な
ど
三
〇
名
、賛
助
員
に
は
、石
黒
務
の
ほ

か
、大
東
義
徹
、谷
鉄
臣
、西
村
捨
三
、日
下

部
東
作（
鳴
鶴
）、大
久
保
章
男
、大
久
保
員

臣
、横
内
扶
、広
野
織
蔵
ら
旧
彦
根
藩
士
、

小
林
吟
右
衛
門
、阿
部
市
郎
兵
衛
、弘
世
助

三
郎
な
ど
の
実
業
家
が
い
ま
し
た
。

　

貸
出
か
ら
寄
付
へ

　
大
正
三
年（
一
九
一
四
）二
月
二
十
八

日
付
で
彦
根
町
会
の
決
議
に
も
と
づ
い
て

彦
根
町
長
柳
瀬
銀
蔵
か
ら
彦
根
城
の
貸
与

願
い
が
井
伊
家
に
出
さ
れ
ま
し
た
。彦
根

町
は
、彦
根
城
を
人
び
と
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
勝
地
と
し
、さ
ら
に
は
彦
根
町
の
繁

栄
の
助
け
に
し
よ
う
と
、よ
り
積
極
的
に

活
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。こ
の
出
願

を
受
け
、大
正
四
年（
一
九
一
五
）四
月
二

十
三
日
に
、彦
根
城
は
井
伊
家
か
ら
彦
根

町
に
貸
し
渡
さ
れ
ま
し
た
。彦
根
町
が
彦

根
城
を
借
用
す
る
に
は
井
伊
家
と
の
契

約
が
必
要
で
あ
り
、利
用
す
る
上
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、彦
根
町
が
彦
根
城
を
長
期
間
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）に
は
、彦
根
町

長
の
平
塚
分
四
郎
が
、彦
根
城
を
中
心
と

し
た
遊
覧
施
設
計
画
を
新
聞
紙
上
で
語
っ

て
い
ま
す
。そ
の
な
か
で
、城
内
お
よ
び

芹
川
堤
へ
の
桜
楓
樹
の
増
植
に
も
触
れ
て

　

明
治
14
年
（
１
８
８
１)

に

井
伊
直
憲
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
母
は
有
栖
川
宮
幟

仁
親
王
の
第
３
女
子
の
宜
子
。

明
治
35
年（
１
９
０
２)

に
彦

根
井
伊
家
の
第
15
代
当
主
と
な

り
ま
し
た
。
能
に
打
ち
込
み
、

東
京
の
井
伊
家
本
邸
に
能
舞
台

を
つ
く
り
、能
の
ど
の
演
目
で

も
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
装
束
・

道
具
類
を
揃
え
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
大
正
12
年（
１
９
２
３)

の
関
東
大
震
災
に
よ
り
能
の
舞

台
や
装
束
・
道
具
類
が
焼
失
す

る
と
、そ
の
後
、収
集
・
製
作
し

な
お
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
装

束
・
道
具
類
は
現
在
、彦
根
城

博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
能
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
直

忠
は
、彦
根
城
を
彦
根
市
に
寄

付
し
て
か
ら
３
年
後
に
世
を
去

り
ま
し
た
。
彦
根
城
の
寄
付
は

晩
年
の
一
大
決
心
だ
っ
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

（
参
考 『
わ
が
感
懐
を
』な
ど
）

彦根経済を創った事業と人物史２

彦
根
城 

井
伊
家
の
城
か
ら
彦
根
市
民
の
城
へ

彦根市教育委員会文化財課   井伊岳夫

い
ま
す
。彦
根
城
の
辺
り
に
観
光
地
に
ふ

さ
わ
し
い
華
や
か
な
桜
を
増
や
そ
う
と
し

て
い
た
の
で
す
。今
で
こ
そ
、彦
根
城
一

帯
に
は
た
く
さ
ん
の
桜
が
咲
き
誇
っ
て
い

ま
す
が
、こ
の
美
し
い
風
景
も
ま
た
先
人

た
ち
の
努
力
の
賜
物
で
し
た
。と
く
に
彦

根
町
会
議
員
・
吉
田
繁
次
郎
の
桜
の
植
樹

は
有
名
で
、昭
和
九
年（
一
九
三
四
）、繁
次

郎
は
大
変
な
苦
労
の
末
、千
本
も
の
桜
の

苗
木
を
彦
根
城
の
周
り
に
植
え
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
激

し
く
な
っ
て
く
る
と
、彦
根
城
が
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
形
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。彦
根
市
で
は
、戦
時
下
に
お

い
て
市
民
の
愛
国
心
や
愛
郷
心
を
呼
び
起

こ
す
た
め
、井
伊
直
弼
と
と
も
に
彦
根
城

が
そ
の
役
割
を
期
待
さ
れ
た
の
で
す
。

　
ま
ず
、昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）六
月

に
は
彦
根
市
長
松
山
藤
太
郎
が
井
伊
直
忠

に
彦
根
城
の
寄
付
を
願
い
ま
す
。そ
こ
で

は
、彦
根
城
が
寄
付
さ
れ
た
ら
保
存
に
万
全

を
期
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
翌
昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）

二
月
に
は
、彦
根
城
の
寄
付
に
関
す
る
彦

根
市
議
会
決
議
を
添
え
て
、彦
根
市
長
が

改
め
て
彦
根
城
の
寄
付
を
願
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
彦
根
市
の
要
請
が
実
り
、

昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）二
月
十
三
日

付
で
、井
伊
家
が
所
有
す
る
彦
根
城
郭
の

土
地
や
建
物
が
彦
根
市
に
無
償
で
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。こ
う
し
て
、彦
根
城
は
、井
伊

家
の
世
襲
財
産
か
ら
彦
根
市
の
も
つ
財
産

と
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
と
、彦

根
城
は
観
光
の
柱
と
し
て
い
っ
そ
う
活
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。昭
和
二
十

年
代
に
相
次
い
で
彦
根
城
と
そ
の
周
辺
を

会
場
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
の
を

は
じ
め
、現
在
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す（
こ
の
話

は
第
四
回
に
予
定
し
て
い
ま
す
）。

　
そ
の
一
方
、彦
根
城
天
守
は
、昭
和
二
十

七
年（
一
九
五
二
）に
国
宝
に
指
定
さ
れ
、

昭
和
三
十
年
代
前
半
に
は
解
体
修
理
が
、

平
成
六
年（
一
九
九
四
）か
ら
は
改
修
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。天
守
以
外
に
も
天

秤
櫓
な
ど
彦
根
城
の
五
つ
の
建
造
物
が
重

要
文
化
財
に
、彦
根
城
跡
が
特
別
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。多
く
の
先
人
ら
が
守

り
伝
え
て
き
た
彦
根
城
は
、城
の
ま
ち
・

彦
根
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、そ
し
て
彦
根

市
民
み
ん
な
の
歴
史
資
産
と
し
て
、今
も

大
切
に
保
存
さ
れ
、活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
文
献　
『
新
修
彦
根
市
史
』第
三
巻
・
第
十
巻
、

『
彦
根
市
史
』下
冊
、『
彦
根
の
先
覚
』な
ど
）

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
、滋
賀
県
の
警
察
や
政
治
分

野
の
要
職
を
務
め
ま
し
た
。
明

治
32
年（
１
８
９
９)

以
降
、日

野
・
木
之
本
・
草
津
・
守
山
・
長

浜
・
彦
根
・
大
津
の
各
警
察
署

長
を
歴
任
し
、明
治
43
年（
１
９

１
０)

か
ら
大
正
13
年（
１
９
２

４)

ま
で
は
伊
香
・
神
崎
・
犬
上

の
各
郡
長
を
務
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、日
本
相
互
貯
蓄
銀
行
京

都
支
店
長
を
経
て
、大
正
15
年

（
１
９
２
６)

10
月
５
日
か
ら
、

彦
根
市
が
誕
生
す
る
前
日
の
昭

和
12
年（
１
９
３
７)

２
月
10
日

ま
で
彦
根
町
長
を
務
め
ま
し

た
。
町
長
在
職
中
は
、滋
賀
県
町

村
長
会
長
や
彦
根
実
業
協
会
の

暫
定
会
長
も
務
め
ま
し
た
。
町

長
退
任
後
は
、湖
東
汽
船
社
長

や
彦
根
商
工
会
議
所
理
事
に
就

任
し
、経
済
分
野
で
も
活
躍
し

ま
し
た
。

（
参
考 『
彦
根
市
史
』下
冊
、『
滋
賀
県

警
察
史
』な
ど
）

井伊直忠
1881 ー 1947

平塚分四郎

写真提供　井伊裕子 写真提供　彦根市立図書館　

▶現在の京橋　堀端には春になると桜の花が咲き誇る

▶京橋と京橋口御門（古写真）　橋を渡った先に門が見える。（写真提供  彦根市立図書館）

▶彦根における明治9年（1876）の博覧会　
　上田道三（1908-1984）が描いたもの
　（写真提供  彦根市教育委員会文化財課）



不易流行 1415 彦根商工会議所通信

補助金・助成金情報
ご相談は彦根商工会議所まで  TEL.0749-22-4551

商工会議所活用ケーススタディ

(有)吉田松蔵商店内 担当：吉田彰浩
〒522-0085　彦根市新町39　　　　　
TEL.0749-23-8322 ・ FAX.0749-23-8321　　
http://www.nanaplus.jp/　info@nanaplus.jp

　地域別最低賃金引上げに向けた中小企業・小規模事業者を支援す
る目的で設けられているものです。
■ 支給手続き
①賃金引上げ計画
　事業所内で最も低い時間給を、40円以上引き上げる計画を作成し、
　計画を実施すること。
②業務改善計画
　業務改善（賃金制度の整備、就業規則の作成・改正、労働能率の増進
　に資する設備・機器の導入、研修など）についての計画を作成し、
　実施すること。

（例）小売店舗の事業場において、POSシステムレジシステムの導入
により、商品の在庫状況、棚卸し作業や売上げ状況の分析に必要とな
る時間が２０％程度短縮することができ、労働能率の増進を図った。

■ 助成金対象地域　東京都・神奈川県・大阪府以外の44道府県

■ 支給額
　上記業務改善経費の２分の１。ただし、企業規模30人以下の事業場
　は、４分の３。（上限100万円）

■ 本件窓口
滋賀県最低賃金総合相談支援センター　TEL.077-526-3760
滋賀労働局労働基準部賃金室　TEL.077-522-6654

業務改善助成金
（中小企業最低賃金引上げ支援対策費補助金）■ 主な対象者

【ものづくり技術】
（１）わが国製造業の競争力を支える「中小ものづくり高度化法」11
　　分野の技術を活用した事業であること。
（２）どのように他社と差別化し競争力を強化するかを明記した事業
　　計画を作り、その実効性について認定支援機関の確認を受けて
　　いること。
【革新的サービス】
（１）革新的な役務提供等を行う、３～５年の事業計画で「付加価値額」
　　年率３％及び「経常利益」年率１％の向上を達成する計画であること。
（２）どのように他社と差別化し競争力を強化するかを明記した事業計画
　　を作り、その実効性について認定支援機関の確認を受けていること。

■ 支援内容・補助額
○対象経費………原材料費、機械装置費、試作品・新サービス開発に
　　　　　　　　かかる経費（人件費含む）など
○補助上限額……成長分野型：1,500万円／一般型：1,000万円
　　　　　　　　小規模事業者型：700万円
○補助率３分の２

公募期間　募集中 5月14日（水）まで

■ 本件窓口
滋賀県中小企業団体中央会 TEL.077-511-1430

ものづくり補助金・商業・サービス革新事業

小規模事業者が、商工会議所・商工会と一体となって、販路開拓に取
り組む費用の３分の２を補助します。

■ 主な対象者
　小規模事業者……製造業その他の業種に属する事業を主たる事業と
して営む商工業者（会社および個人事業主）であり、常時使用する従業
員の数が20人以下（卸売業、小売業、サービス業（宿泊業・娯楽業は除
く）に属する事業を主たる事業として営む者については５人以下）の事
業者であること。
※上記に該当すれば、業種は問いません。
※本事業の補助対象者となる小規模事業者の定義は、商工会及び商工会議所によ
　る小規模事業者の支援に関する法律（平成５年法律第51号）第２条と同義です。

■ 支援内容・補助額
対象経費　機械装置等購入費、広報費、展示会等出展費、旅費、委託費
など。
○補助上限額　50万円。雇用を増加させる取組については、補助上
　限100万円　○補助率　３分の２
■ 公募期間　募集中～ 5月27日（火）

■ 本件窓口
日本商工会議所　小規模事業者持続化補助金事務局
TEL.03-5413-7221

小規模事業者 持続化補助金新たに創業（第二創業を含む）を行う者に対して、その創業等に要す
る経費の一部を補助することで、新たな需要や雇用の創出等を促し、
我が国経済を活性化させることを目的とします。

■ 主な対象者
　創業を行う個人、中小企業・小規模事業者等
※中小企業者と連携した事業を行う特定非営利活動法人又は中小企業
者の支援を行うために中小企業者が主体となって設立する特定非営利
活動法人を含む。
※認定支援機関たる金融機関または金融機関と連携した認定支援機関に、事業計
画の実効性等が確認されていること。　※平成25年３月23日（平成24年度補正
予算で措置した創業促進補助金の第１回公募開始日の翌日）以降に個人開業又は
会社・企業組合・協業組合・特定非営利活動法人の設立を行った者。　※第二創
業は、事業承継により後継者が業態展開や新事業・新分野に進出する場合が対象
となります。

■ 支援内容・補助額
○対象経費
店舗借入費、設備費、人件費、マーケティング調査費、広報費、旅費、謝金等
○補助上限額　200万円　○補助率３分の２

■ 公募期間　募集中～ 6月30日（月）まで

■ 対象期間　交付決定日から最長で平成27年8月末日まで

■ 本件窓口
公益財団法人滋賀県産業支援プラザ  TEL.077-511-1412

創業補助金

　
ナ
ナ
プ
ラ
ス
の
漢
数
字「
柒
」の
字
は「
七
」。

仏
壇
七
職
の
伝
統
の
手
技
を
現
代
に
活
か

し
、付
加
価
値
を
プ
ラ
ス
し
、新
し
い
モ
ノ
を

世
に
出
そ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
。彦
根
仏
壇

の
新
し
い
祈
り
への
挑
戦
で
あ
る
。

　
国
の『
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
支
援

事
業
補
助
金
』を
利
用
し
、普
段
の
生
活
の

シ
ー
ン
に
手
を
合
わ
せ
る
新
し
い
祈
り
の
空

間
を
提
案
す
る
商
品
、現
代
生
活
に
違
和

感
を
与
え
ず
、天
然
素
材
の
ぬ
く
も
り
と
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
を
失
わ
な
い
新
し
い
祈
り
の
提

案
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
ナ
ナ
プ
ラ
ス
」は
、彦
根
仏
壇
事
業
協
同

組
合
の
青
年
部
有
志
６
人
の
グ
ル
ー
プ
だ
。

５
年
ほ
ど
前
、組
合
で「
感
性
価
値
を
高
め

る
ブ
ラ
ン
ド
魅
力
事
業
」に
取
り
組
み
勉
強

会
を
繰
り
返
す
な
か
で
、実
際
に
何
か
新
商

品
を
作
り
た
い
と
志
し
た
若
手
有
志
の
集

ま
り
で
あ
る
。

　
試
作
品
開
発
の
相
談
を
受
け
た
の
は
会

議
所
の
安
達
昇（
現
・
中
小
企
業
相
談
所

長
）だ
っ
た
。「
モ
ノ
づ
く
り
に
力
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
考
え
て
い
た
時
期
で

し
た
の
で
、良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。熱
意

の
あ
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
し
、地
道
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
印
象
で
し
た
。補
助
金

の
申
請
に
は
不
得
意
な
部
分
を
も
って
お
ら

れ
た
の
で
、全
面
的
に
協
力
し
補
助
金
申
請

か
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

　
「
ナ
ナ
プ
ラ
ス
」の
試
作
品
開
発
は
、25
年

度
滋
賀
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、滋
賀

県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
、成
安
造
形
大

学
石
川
泰
史
准
教
授
の
も
と
に
取
り
組
み

を
行
う「
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
支
援

事
業（
１
４
０
万
円
・
３
分
の
２
補
助
）」に

採
択
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
た
。

　
「
ナ
ナ
プ
ラ
ス
」の
初
代
代
表
で
あ
る
井

上
昌
一
さ
ん
は「
駄
目
で
も
と
も
と
と
思
い

相
談
し
申
請
し
て
い
た
だ
き
採
択
さ
れ
、東

京
で
展
示
会
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し

た
。自
分
達
で
補
助
金
申
請
を
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス

が
も
ら
え
、実
際
に
申
請
の
手
伝
い
を
し
て

も
ら
え
て
ほ
ん
と
う
に
助
か
り
ま
し
た
。硝

子
や
陶
器
な
ど
伝
統
産
地
と
コ
ラ
ボ
で
き
て

い
け
ば
い
い
と
思
って
い
ま
す
」と
話
す
。

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
コ
ラ
ボ
す
る
な
か
で
生
ま

れ
た
新
商
品
は
今
年
２
月
、「
こ
こ
ろ
豊
か

な
暮
ら
し
〜
新
し
い
祈
り
の
か
た
ち
〜
」と

題
し
、東
京
上
野（2k540 AKI-O

KA 
ARTISAN

）で「
彦
根
の
新
し
い
メ
モ
リ
ア

ル
ス
タ
イ
ル 

新
作
発
表
展
」を
開
催
す
る
に

至
っ
た
。メ
ン
バ
ー
の
𠮷
田
彰
浩
さ
ん
は
、「
自

社
の
商
品
が
で
き
、展
示
会
が
縁
で
、雑
誌

に
掲
載
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
り
、新

し
い
販
路
が
見
え
て
き
ま
し
た
。新
し
い
モ

ノ
を
作
って
い
く
こ
と
に
よ
り
、新
し
い
販
路

が
開
け
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
す
」と

現
在
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
って
い
る
。

　
ま
た
、現
代
表
の
井
尻
一
茂
さ
ん
は
、「
全

平成25年度地域力活用市場獲得など支援事業
新商品・新サービス開発支援事業補助金

く
新
し
い
も
の
を
作
る
と
い
う
大
変
さ
を
経

験
し
ま
し
た
。最
初
は
若
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や

イ
ン
テ
リ
ア
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、展
示
会
を
す
る
な
か
で
、タ
ー
ゲ

ッ
ト
が
都
市
部
の
年
配
層
に
あ
る
こ
と
が
判

っ
て
き
ま
し
た
」と
、販
売
へ
の
意
欲
を
み
せ

て
い
る
。本
年
は
、海
外
で
の
市
場
調
査
を

予
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　
安
達
所
長
は「
補
助
金
ば
か
り
を
使
う

わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、せ
っ
か
く
い
い
商
品

が
で
き
て
き
た
の
で
、今
後
は
販
路
を
確
保

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。採
択
さ
れ
る
か
ど
う
か
判
り

ま
せ
ん
が
、現
在
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
事
業
を

申
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」。

　
申
請
し
た
事
業
の
全
て
が
採
択
さ
れ
る

と
は
限
ら
な
い
。た
だ
、採
択
さ
れ
る
事
業

に
は
あ
る
共
通
点
が
あ
る
の
も
確
か
だ
。新

し
い
発
想
と
可
能
性
、ま
じ
め
さ
と
熱
意
。

そ
し
て
何
よ
り
諦
め
な
い
強
さ
で
あ
る
。

（株）井上　井上昌一 井尻彫刻所　井尻一茂（有）𠮷田松蔵商店　𠮷田彰浩 （株）伊藤仏壇　伊藤義孝 （株）大橋木工所　大橋賢嗣つぼ忠　田中正司

「ナナプラス」の場合

ニ
ー
ケ
ー
ゴ
ー
ヨ
ン
マ
ル



地域経済データ
彦根市観光消費による経済波及効果は266億円（前年比3.2％増）
～「平成25年彦根市観光の消費動向調査結果および観光消費による経済的波及効果の推計」より～

　平成25年の彦根市観光に関わる観光
消費額と、その経済波及効果の推計がこ
のほど発表された。彦根市の依頼で滋賀
大学社会連携研究センターが調査・分析

を行ったもので、観光客数206万人（前
年比1.3％増）、観光消費額141億円（前
年比2.9％増）、ひこにゃんグッズ販売額
8億円（前年比11.4％減）で、経済波及効

果は266億円（前年比3.2％増）と推計さ
れた。これは第3次産業総生産の9.6％、
彦根市第3次産業労働力人口の4％に当
たる1,304人の雇用効果に相当する。

　首都圏在住者に彦根観光の魅力はど
れだけ浸透･理解されているのだろう
か。おそらく年配者や歴史に興味のある
方ならば｢国宝彦根城｣、比較的若い方な

らゆるキャラの｢ひこにゃん｣くらいし
か挙げられないだろう。実際に足を運び
たいとまで思わせるためには、“ひこね
名物”のようなグルメや街並み散策の魅

力を相乗的に組み合わせることで､観光
パッケージとして戦略的にＰＲしてい
く必要があるだろう。

　観光客アンケートによる一人あたり
の観光消費額は、宿泊客が21,499円（前
年比6.1％増）、日帰り客が4,332円（前
年比1.4％減）となった。
　消費総額に占める土産購入費と関連
して、今年もまた｢ゆるキャラ｣ひこにゃ
んの人気が確認された。土産購入費に占
めるひこにゃんグッズ購入の一定割合

保持や、ひこにゃん宛て年賀状数の増加
から、ひこにゃん人気がいまだ底堅いこ
とがわかる。全国の地方自治体からあま
たのゆるキャラが生み出され､平成25
年はくまモン(熊本県)やふなっしー(千
葉県船橋市)が全国的な人気を博した。
そうした新たな動きがある中で、元祖ゆ
るキャラともいえるひこにゃんは、いま

だに確たる影響力を保持しているとい
えよう。今後も彦根市の象徴的キャラク
ターとして、また代表的なゆるキャラと
して大きな存在感を示すものと思われ
る。それゆえ、今後ともひこにゃんを活
用しつつ、バランスの取れた観光施策が
必要となるであろう。
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ひこにゃん人気は健在

　今回見られた新たな傾向としては、観
光客に占める宿泊客比率が大幅に伸び
たことだ。ただし、彦根市内での宿泊者
総数がほとんど変化ないので、宿泊客を
“彦根市内で”宿泊させることには成功
していないといえるだろう。日帰りタイ
プの観光地から、宿泊タイプの観光地へ
と移行しつつあるのかもしれないが、同
時に課題も浮き彫りとなったといえる。
　日帰り客１人あたり観光消費額が微
減したものの、宿泊客で増加したこと
と、日帰り客実人数が増加したことが、
今回の観光消費総額ひいては経済波及
総額の増加に繋がった。平成25年はア
ベノミクスの掛け声のもと、首都圏を起

点として景気に明るい兆しが見え始め
た１年であった。持続的なマクロ経済環
境の改善が期待され、その中でも個人消
費の動向は､消費増税前の駆け込み需要
が見られ増加している[月例経済報告
(内閣府 平成26年１月号)]や、消費者マ
インドの改善等から緩やかに持ち直し
ている[さくらレポート:近畿エリア(日
本銀行 平成26年１月時点)]との分析が
なされている。一方で、10-12月期実質
ＧＤＰの下ぶれや[内閣府ＧＤＰ速報
(平成26年２月)]、足踏みの動きも報告
されている[消費動向調査(内閣府 平成
26年１月時点)]。こうした動きがどの
程度本市観光消費と連動するのかは不

透明であり、楽観できるものではない。
　足元に目を移すと、お城を目当てにし
た来訪客が多い中、今秋より彦根城博物
館が工事のため閉館期間に入り、一方で
姫路城(兵庫県)の保存修理が完了する。
これら要因は集客のマイナス要因とし
て作用する可能性がある。戦国をテーマ
とするゲームのイベント実施や、｢城
フェスin彦根｣のようなイベントをうま
く活用する等、新たなアイデアを出し続
け、観光戦略を練り続ける姿勢が今後ま
すます求められるだろう。また、平成27
年秋には井伊直弼の生誕200年を迎え
る。そこに向けた観光戦略を練るのもよ
いだろう。

井伊直弼生誕200年に向け新たな観光戦略を

　今回の調査では、県外から、特に関東
圏からの観光客の消費額が、全エリア平
均に比べ、日帰り客で797円、宿泊客で
4,655円も高かったことが示された。
　このように首都エリアからの観光客
の消費額が高い傾向は、以下の表にある
ように本調査が開始された平成19年以
降ほぼ毎年記録されていることである。
勤労統計調査から、首都圏特に東京･神

奈川といった首都エリア在住の勤労者
所得は、他のエリアの勤労者に比べてか
なり高いことがわかっている(現金給与
額で5.5万円/月の差)。
　首都圏から近畿方面への来訪観光客
となると、通常は宿泊となるだろう。１
泊のみならず土日や祝日を組み合わせ
て連泊で観光するというパターンも十
分に考えられる。そうした近畿方面への

観光を考えている首都エリア在住者の
ニーズをうまく拾い上げることができ、
１泊２日の観光客を誘致、もしくは複数
泊のうち１泊でも彦根市内の宿泊施設
に呼び込むことができるのであれば、更
なる彦根市観光消費額の、ひいては経済
波及総額の底上げに寄与するものと思
われる。

首都圏からの宿泊客誘致について

観光客１人あたり観光消費額の内訳 ※「内ひこにゃんグッズ」の割合のみ、お土産購入費に占める割合

 首都エリア（東京・埼玉・千葉・神奈川）からの観光客１人あたりの消費額 （データ出所　本調査および過年の調査（再集計値））

「平成25年 彦根市観光に関する経済効果測定調査 報告書」の全文は、彦根市役所のサイトに掲載されています。
http://www.city.hikone.shiga.jp/cmsfiles/contents/0000004/4040/2013keizaikouka.pdf

内ひこにゃんグッズ

内ひこにゃんグッズ

【 日帰り客消費内訳 】 【 観光消費額総額 】 【 宿泊客消費内訳 】
141億円

日帰り客数
176.5
万人

観光客数
206.4
万人

宿泊客数
29.9
万人

交通費
16億円
21％

日帰り
76億円
54％

宿泊
64億円
46％

お土産
購入費
9億円
15％

飲食費
12億円
19％

その他
3億円
5％

交通費
10億円
15％

宿泊費
30億円
46％

飲食費
28億円
37％

お土産
購入費
22億円
28％

その他
11億円
14％
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5 月 イ ベ ン ト ガ イ ド
「国宝 彦根屏風」「国宝 彦根屏風」
▶開催中～５／ 13（火）
    8：30～17：00（入館は16：30まで）

近世初期風俗画の傑作、彦根屏風。
代々彦根藩主であった井伊家に伝来
したことからこの名で広く知られ、国
宝に指定されている。緻密な筆致、洗
練された構図、江戸時代初期の時代
を反映した静寂な空気など、多様な魅
力をご堪能あれ。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://longlife.city.hikone.
　　　　　　shiga.jp/museum/

テーマ展テーマ展

「雅な舞～井伊家伝来
の舞楽装束～の舞楽装束～」」
▶５／１６（金）～６／１７（火）
   8：30～17：00（入館は16：30まで）

日本の伝統音楽である雅楽の中で、
舞を伴うものを舞楽と言う。曲に合わ
せて使用する装束や道具の数々は、
金や赤、緑などを使った実に鮮やかな
もの。これまで未紹介だった舞楽を彩
る装束の数々をご覧あれ。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://longlife.city.hikone.
　　　　　　shiga.jp/museum/

ひこねで朝市ひこねで朝市
▶５／１８（日）8：00～ 12：00
▶護国神社

新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、地酒、
醤油、パン、菓子、ミニカフェ、その他、
地産地消こだわりの品々が並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.090-6824-1271

写生大会2014写生大会2014
キャンバスを彩るぼくらのキャンバスを彩るぼくらのキャンバスを彩るぼくらの
想い！in彦根城想い！in彦根城
▶５／２５（日）９：00～ 16：00
　雨天：６月１日（日）に延期
▶彦根城一帯
▶受付場所：表門、大手門、玄宮園
　「彦根城」を描こう！

今年で４７年目を迎える写生大会。勾
玉作り体験や彦根城謎解きツアーも
合わせて開催。当日受付にて、画用紙
を配布。絵の具・画板などの画材は
各自で用意すること。※勾玉作り体
験・彦根城の謎解きツアーは事前申
込が必要です。（先着順）

（公社)彦根青年会議所
TEL.22-7522
http://www.hikonejc.or.jp/

※ 掲載情報をご連絡ください。会員の企業イベントも掲載いたします。

第27回カロム日本第27回カロム日本第27回カロム日本
選手権大会選手権大会
出場者募集＆開催出場者募集＆開催
▶開催日時：６／２２（日）
　９：００～１７：００
▶当日会場：彦根市民体育センター
▶応募締切：５／３０（金）
▶申込先：（公社）彦根青年会議所

彦根を中心に100年以上も人々を魅
了し続けている盤上ゲーム「カロム」
の愛好者が全国より一堂に会します。
各クラス定員があるため、早めの申込を！
カロム紹介コーナー・ふれあいカロ
ムコーナーなどもあり、出場しなくて
もカロムを楽しむことができます。

（公社)彦根青年会議所
TEL.22-7522
http://www.hikonejc.or.jp/

足軽辻番所サロン足軽辻番所サロン
「芹橋生活」４９
▶５／１８（日）10：30～ 12：00
▶参加料：資料代１００円
　定員４０名
▶善利組足軽屋敷「辻番所・旧磯
　島邸」※駐輪場のみ

足軽善利組の本拠地であった芹橋地
区で、歴史を聞き、文化を体験し、生活
の移り変わりを語り合う。
『江戸時代の旅人が見た彦根～高宮・
鳥居本・彦根城～』
語り手：青柳周一さん（滋賀大学経済
学部附属史料館教授）

彦根辻番所の会 
TEL.23-3073

第５回第５回彦根彦根
ラーメングランプリラーメングランプリ
▶５／３１（土）11：00～ 16：30
▶６／１（日）　11：00～ 16：30
▶入場料：無料
▶ビバシティ彦根  東側駐車場
　特設会場

ハーフサイズのラーメンを食べて投
票。市内外のラーメン屋が参加予定。

ひこねラーメングランプリ実行委
員会事務局（株式会社JINTA内）
TEL.23-0082

アートフェスタ勝負市アートフェスタ勝負市
▶６／７（土）・８（日）
▶花しょうぶ通り商店街

今年のテーマは【感謝】
市内外のハンドクラフターが集う「も
のづくり市場勝負市」は、毎年６月に
約2,000株の花菖蒲が咲き誇る商店
街で開催しています。

実行委員会事務局（担当：和田）
TEL.090-3167-7980

花しょうぶ通り花しょうぶ通り
ナイトバザール
▶５／１０(土）17：00～
　（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店

”１００円で買える幸せ”
恒例のナイトバザール

花しょうぶ通り商店街(振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

５月も「ひこにゃん毎日登場！」
※都合により中止の場合も有

10：30～11：00  彦根城天守前広場（雨天時：彦根城博物館）
13：30～14：00／15：00～15：30 彦根城博物館玄関前
彦根市観光振興課  TEL.30-6120  公式HP  http://hikone-hikonyan.jp/

舞楽面 稜王（彦根城博物館蔵）

注意!

NAVI
販売士３級
日　時　７月12日（土）
           午前９時30分～
場　所　彦根商工会議所
受験料　３級 4,120円
申込方法
［窓口］〔窓口〕５月26日（月）～６月19日（金）の期間
中に当所まで（受付：平日８時30分～17時15分）。

申込期間　受付中～５月23日（金）
〔WEB登録〕 http://www.kentei.org/
〔電話登録〕東京商工会議所検定センター
TEL.03-3989-0777（平日午前10時～午後６時）

福祉住環境コーディネーター２・３級
日　時　平成26年７月６日（日）
　　　　午前10時～（３級）
　　　　午後１時30分～（２級）
場　所　彦根商工会議所
受験料　２級6,480円・３級4,320円

申込期間　５月13日（火）～６月13日（金）
〔WEB登録〕 http://www.kentei.org/
〔電話登録〕東京商工会議所検定センター
TEL.03-3989-0777（平日午前10時～午後６時）

環境社会検定（eco検定）
日　時　７月27日（日）午後1時30分～
場　所　彦根商工会議所
受験料　5,400円

検定試験
お問い合せ TEL. 22-４５５１（検定担当）

経営者・従業員の皆さん健康チェックをしましょう！
平成26年度集団健康診断のお知らせ（年1回実施）

定員、受診料その他詳細については、5月上旬に会員の皆さんへご案内いたします。
ぜひともこの機会に受診ください。問合せ：彦根商工会議所（TEL 22-4551）

内容 ： 一般定期健康診断・胃部検診・大腸がん検査（検便）・眼底検査・血液オプション検査・
　　　有機溶剤健康診断・じん肺健康診断

日程 ： 7月8日（火）・9日（水）・10日（木）・11日（金）・14日（月）・15日（火）
受付時間 ： 8:45～11:30、13:00～15:00   場所：当所4階ホール他（彦根市中央町3-8）
　　　　　※初日8日は午前9時から、最終日15日は午前のみ受付となります。
　　　　　※胃部検診は9日・10日・11日の午前のみの受診となります。

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、
早めに資金計画をたててお申込みください。

詳しくは当所中小企業相談所までお問い合わせください。

・常時使用する従業員が20人以下（商業・サービ
ス業の場合は５人以下）の法人・個人事業主の方
・義務納税額（所得税・法人税・事業税・市県民税）
を完納している方
・原則として市内で最近１年以上事業を行って
おり、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.45％
平成26年４月15日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

TEL.22-4551

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

彦根商工会議所・ミシガン州立大学連合日本センター提携記念事業
第1回 彦根＆ミシガン国際交流会

6/12
時 間 17:00開会（16:30～受付）
場 所 ミシガン州立大学連合日本センター
　　　（彦根市松原町1435-86）
参加費用  2,000円（お一人様・税込）
               ※軽食・ソフトドリンク付
定 員 30名（先着順）
■プログラム
【第１部】セレモニー
【第２部】
・交流懇親会・彦根市・ミシガンの紹介
・SPECIAL LIVE  （THE BB COUNTRY BAND）

木

主催 ・お問合せ

彦根商工会議所
TEL.22-4551
ホームページからも申込み可
www.hikone-cci.or.jp

　彦根商工会議所では、地域経済の国
際化への対応並びに会員事業所様の
海外進出・海外取引の支援の一つと
して、本年2月に「ミシガン州立大学
連合日本センター（JCMU）」と連携
協定を締結しました。国際交流をも
っと気軽に、さらに身近に体験して
いただくため、「第1回彦根＆ミシガ
ン国際交流会」を開催いたします。

詐欺まがいの冊子販売にご注意ください
　３月下旬頃から、申し込みをした覚えのない東京の会社から
「1年前に契約した冊子の購読料24,000円の集金にきた。申込書に
事業所のゴム印と社印などが押印されているので支払え。」
と言われる事例が市内で発生しています。
　本件に関しては、インターネットでも詐欺まがいとして同様の事例が
掲載されており、申込書のゴム印や社印は、以前その会社が営業にき
た際に証として求められて押印されているようです。
　もしこのような事例がありましたら、購読料を支払わずに、当所までご
相談ください。　
　また、撃退法や予防策としては、「弁護士と相談する」と言うことや、ゴ
ム印・社印を押した時は、必ずコピーをとるなどの対処をしてください。



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金　縦 70cm× 横 90cm

消火器・消防ポンプ・消防器具
消防服装・消火栓器具・避難器具・保安用品

本社　彦根市平田町坪井 185

長浜営業所　長浜市室町 426-5

栗東営業所　栗東市目川

TEL彦根（0749）22-6414（代）
FAX　　（0749）24-6082
TEL長浜（0749）65-5414・5337
FAX　　（0749）62-5152
TEL栗東  （077）552-1119（代）
FAX　　  （077）552-1195

道路標識・消防ホース・安全靴

総 合 消 防 設 備
設 計・施 工・保 守 管 理

M
A
P

１グループ１枚のご利用とさせていただきます。 １グループ１枚のご利用とさせていただきます。

M
A
P

M
A
P

千成亭の近江牛や厳選した黒毛和
牛の新鮮なプリプリのもつのみを使
用したもつ鍋と国産鶏肉の宴会コー
スで心和むひとときを！

新鮮な国産鶏肉と備長炭で焼き上
げた焼肉と名物のつみれ鍋等が味
わえるとてもお得な宴会コースです。
仲間や家族とわいわいとにぎやかに！

有効期限2014年6月15日まで 有効期限2014年6月15日まで

有効期限2014年6月15日まで

www.sennaritei.jp/shop/shop_osumitsuki.html

飲食代金
５%OFF

お買い物
５%OFF

飲食代金
５%OFF

www.sennaritei.jp/shop/shop_hanbei.html

うなぎや源内
お食事の方 デザートサービス

彦根市本町２-１-６／tel.0749‐27‐5025 /火曜日定休
営業時間 11：00～14：30／17：00～20：00（L.O.）

炭火焼き国産
うなぎ専門店 

●うなぎ丼 1,900円～ ●ひつまぶし2,800円～

お1人様１枚のご利用と

させていただきます

建設業者登録　電気工事業　消防施設工事業
滋賀県知事許可（般-10）第50566号

(株)奥山ポンプ商会
奥山防災株式会社

彦根市本町1-7-32

tel.0749-26-2989

営業時間

月〜土18：00〜23：30(L.O.22：30)

日　　18：00〜22：00(L.O.21：00)

定休日 水曜日 

● 和（やわらぎ）コース
    （全8品） 2,000円
● 華（はなやぎ）コース
    （全12品） 2,500円
● 寿（ことほぎ）コース
    （全14品） 3,500円

もつ鍋 お墨月

もつ鍋 お墨月

彦根市戸賀町120-4

tel.0749-21-2988

営業時間17：00〜23：30

　　　  (L.O.22：30)

定休日 月曜日 

● 宴会 得 コース
    1,980円
 とり屋 半兵衛

とり屋 半兵衛

10品＋つみれ鍋or 
つみれチゲ鍋or
とりすき焼き鍋から
1品

加盟店／有限会社ガーディアン・ズ
オフィスコンビニ彦根店
0120-40-0064

オフィスの中に“Ｍｙコンビニ”をオフィスの中に“Ｍｙコンビニ”を
オフィスコンビニのココがイイ!!
● 毎日のドリンク代、コストダウン
● 好みに合わせて選べる商品
● 欲しい時にすぐそこに
● 契約書不要の簡単申込み
● 定期的な訪問で補充も万全
● 面倒な管理も一切不要

ドリンク
50円～

お菓子・カップラーメン
100円～

料金は飲んだ分だけ！全て格安

新規設置の方限定
50円ドリンク10本サービス!!
※他のクーポン券との併用はできません。

有効期限2014年6月15日まで

有効期限2014年6月15日まで
他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

MAP

創業文化六年

彦根市本町一丁目3-37
tel.0749-22-6003
営業時間 8：30～18：00
定休日　火曜日

創業200余年の和菓子の老舗。
井伊直弼公ゆかりの御菓子「埋れ木」
をはじめ、抹茶の季節にぴったりの御菓
子をお楽しみいただければ幸いです。

●埋れ木 ６個入　864円～
●チョコ餡ダックワーズ
    茶あわせ ５個入　1080円～
●欅みち10個入　1674円～
●抹茶カステラ キューブ  648円～

  ※いずれの商品も税込、送料別 

http://www.itojyu.com/

有効期限2014年6月15日まで
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